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２
０
２
２
年
版
の
「
も
の
づ
く
り
白

書
」
が
公
開
さ
れ
た
。
日
本
の
製
造
業

の
市
況
、
経
営
状
況
な
ど
を
分
析
し
、

事
業
環
境
の
変
化
と
し
て
原
油
価
格
の

高
騰
、
部
材
・
素
材
不
足
、
Ｄ
Ｘ
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
を
取
り
上

げ
、
状
況
を
解
説
し
て
い
る
。
今
回
も

ざ
っ
と
目
を
通
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
大
混
乱
、
世
界
情
勢
の
悪
化
な
ど
の

問
題
へ
の
対
応
に
多
く
の
内
容
が
割
か
れ
て
い

た
の
は
仕
方
が
な
い
が
、
内
向
き
で
未
来
志
向

は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
▼
懐
古
主

義
に
な
る
の
は
本
意
で
は
な
い
が
、
10
年
前
の

２
０
１
２
年
、
２
０
１
３
年
頃
の
も
の
づ
く
り

白
書
は
、
日
本
の
製
造
業
の
業
績
が
厳
し
い
状

況
に
あ
る
な
か
で
発
行
さ
れ
、
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
が
あ
っ
て
非
常
に
心
に
響
い
た
。
日
本
の

製
造
業
は
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
分
岐
点
に
あ

り
、
生
き
残
る
た
め
に
は
、
市
場
に
合
わ
せ
た

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、
積
極
的
に
海
外

へ
打
っ
て
出
て
市
場
を
開
拓
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
し
、
加
え
て
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
変
え
る
必
要
性
に
も
言
及
し
て
い
る
。
商

売
は
顧
客
や
ラ
イ
バ
ル
会
社
、
ま
た
は
国
と
国

同
志
の
競
い
合
い
で
あ
り
、
勝
つ
た
め
・
生
き

残
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
か
、
利
益
を
大
き
く

出
す
に
は
何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
の
ヒ
ン
ト
や

ポ
イ
ン
ト
、
厳
し
い
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い

た
。
未
来
に
向
け
て
の
参
考
に
な
る
良
い
内
容

だ
っ
た
▼
２
０
１
５
年
に
は
、
世
界
一
の
ロ
ボ

ッ
ト
大
国
を
目
指
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
を
振
興

す
る
と
し
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
新
戦
略
」
が
策
定
さ

れ
た
。
２
０
１
７
年
に
は
日
本
版
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
４
・
０
と
も
い
う
べ
き
「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」
の
概
念
が
作
ら
れ
た
。

当
時
は
ワ
ク
ワ
ク
し
て
期
待
し
た
が
、
そ
れ
か

ら
数
年
が
た
っ
て
、
今
で
は
そ
れ
ら
の
話
題
は

ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
経
済
産
業
省
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
関
連
ペ
ー
ジ
は
移
動
・
削
除

さ
れ
て
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
り
も

す
る
。
あ
き
れ
た
も
の
だ
。
日
本
の
も
の
づ
く

り
、
製
造
業
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？
　
国
や
行

政
は
製
造
業
界
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
今
そ
の
姿
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。

国が見据える日本の製造業の未来とは？　産業振興の道筋を示せ

　
産
業
界
は
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
価
格
が

上
昇
を
続
け
、
以
前
の
デ
フ
レ
状
況
か

ら
一
転
し
て
イ
ン
フ
レ
傾
向
を
強
め
て

い
る
。
原
材
料
や
資
材
価
格
の
上
昇
に

加
え
、
物
流
費
な
ど
も
日
ご
と
に
上
が

り
、
こ
れ
に
モ
ノ
不
足
も
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
売
る
側
の
立
場
が
強
く
、
価

格
へ
の
転
嫁
が
従
来
に
は
見
ら
れ
な
い

ほ
ど
着
実
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
製
造
業
で
も
、
鉄
や
銅
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
、
樹
脂
と
い
っ
た
素
材
は
、
価
格

の
上
昇
だ
け
で
な
く
、
素
材
そ
の
も
の

が
入
手
し
づ
ら
い
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
モ
ノ
が
あ
れ
ば
価
格
は
い
く
ら
で

も
い
い
か
ら
欲
し
い
と
い
っ
た
話
が
各

所
で
聞
か
れ
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
進
展
か
ら
半
導

体
を
使
っ
た
電
子
機
器
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
が
社
会
の
中
核
を
支
え
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
最
近
の
自
動
車
や
家
電
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
半
導
体
の
調
達
難
で

生
産
計
画
が
大
幅
に
狂
い
、
納
期
遅
れ

が
日
常
茶
飯
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
製
造
業
各
社
の
２
０
２
２
年
３
月
期

決
算
の
数
字
を
見
て
も
、
受
注
残
が
異

常
に
膨
ら
み
、
販
売
商
品
の
不
足
で
売

り
上
げ
を
計
上
で
き
な
か
っ
た
企
業
が

か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
現
在

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｍ

（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

の
構
築
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

が
、
皮
肉
な
こ
と
に
Ｓ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
計

画
生
産
・
在
庫
レ
ス
が
、こ
う
し
た
状
況

下
で
は
逆
に

足
か
せ
に
な

り
、
伸
び
切

っ
た
ゴ
ム
の

よ
う
に
余
裕

が
な
く
、
す
ぐ
に
切
れ
て
大
騒
ぎ
に
な

る
事
態
が
生
じ
や
す
い
と
い
え
る
。
Ｓ

Ｃ
Ｍ
に
は
光
と
影
の
部
分
が
あ
る
が
、

今
回
は
影
の
部
分
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
納
期
問
題
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
い
ず
れ
解
消
す
る
だ
ろ
う

が
、
Ｆ
Ａ
業
界
に
と
っ
て
こ
れ
を
機
に

も
う
一
度
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の

は
、
今
後
の
市
場
拡
大
に
向
け
た
統
計

構
造
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
現
在
は
モ

ノ
が
な
い
か
ら
右
か
ら
左
に
売
れ
て
い

る
が
、
モ
ノ
の
供
給
体
制
が
追
い
つ

き
、
余
り
は
じ
め
た
時
は
当
然
買
い
手

市
場
に
な
り
、
競
争
が
は
じ
ま
る
。

　
Ｆ
Ａ
業
界
で
は
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
案
」
、
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
売
り
」

と
い
う
活
動
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
Ｆ

Ａ
機
器
を
単
品
の
価
格
で
販
売
す
る
の

で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
や
シ
ス
テ
ム
と
セ

ッ
ト
に
し
て
販
売
す
る
、
あ
る
い
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
困
っ
て
い
る
こ
と
の
解
決

や
付
加
価
値
が
向
上
す
る
提
案
を
行
う

こ
と
で
、
Ｆ
Ａ
機
器
の
製
品
価
格
に
関

係
な
く
購
入
に
つ
な
げ
る
活
動
で
あ

る
。
単
品
だ
け
で
の
販
売
で
は
、
価
格

の
高
い
・
安
い
だ
け
の
交
渉
に
な
り
、

ラ
イ
バ
ル
と
の
競
争
や
利
益
額
の
低
下

に
な
り
や
す
い
。
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
ユ
ー
ザ
ー

が
購
入
す
る
こ
と
で
の
メ
リ
ッ
ト
を
強

調
す
る
こ
と
で
、
Ｆ
Ａ
機
器
単
体
の
価

格
を
目
立
た
さ
な
い
と
い
う
思
惑
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
度
の
Ｆ
Ａ
機
器
の
生
産

は
好
調
で
、
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）は
、前
年
度
比
１
１
８

・
７
％
の
７
２
１
５
億
円
と
過
去
２
番

目
と
な
り
、
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
）
も
標
準
仕
様
で
生
産
す
る
量
産

品
で
あ
る
産
業
用
汎
用
電
気
機
器
は
、

同
１
１
８
・
２
％
の
９
０
１
４
億
円
と

同
じ
く
過
去
２
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
工
業
会
に
加
入
し
て
い
る

会
社
の
Ｆ
Ａ
機
器
の
生
産
数
量
は
お
お

む
ね
過
去
最
高
を
超
え
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
し
か
し
工
業
会
統
計
の
金
額

は
過
去
最
高
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
製
品
価
格
の
低
下

で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
工

業
会
の
統
計

に
入
ら
な
い

Ｏ
Ｕ
Ｔ
　
ｔ

ｏ
　
Ｏ
Ｕ
Ｔ
（
海
外
生
産
・
海
外
販

売
）
分
の
扱
い
だ
。

　
そ
し
て
こ
う
し
た
統
計
に
反
映
さ
れ

な
い
の
は
前
述
し
た
「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
の
価
格
で
、
Ｆ
Ａ
機
器
の
販
売
促

進
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
の
提
案
で
あ
れ

ば
、
価
格
は
つ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

が
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
シ
ス
テ
ム
開
発

や
装
置
と
し
て
販
売
し
た
場
合
は
対
価

が
生
じ
る
。
現
在
の
工
業
会
統
計
で
は

こ
の
対
価
部
分
の
カ
ウ
ン
ト
が
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
数
字
と
し
て
Ｆ
Ａ
業
界

の
市
場
規
模
へ
反
映
さ
れ
づ
ら
く
な
っ

て
い
る
。
従
来
か
ら
の
ハ
ー
ド
の
生
産

額
だ
け
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
統
計
で
は
、

現
在
の
市
場
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　
ま
た
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
　
ｔ
ｏ
　
Ｏ
Ｕ
Ｔ
分

の
統
計
上
の
扱
い
も
課
題
だ
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ａ
で
は
こ
れ
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る

が
、
工
業
会
と
し
て
正
式
に
は
公
表
し

て
い
な
い
。
日
本
電
気
計
測
器
工
業
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
は
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
　
ｔ

ｏ
　
Ｏ
Ｕ
Ｔ
も
含
め
た
形
で
日
本
メ
ー

カ
ー
の
生
産
と
し
て
統
計
を
公
表
し
て

い
る
。

　
Ｆ
Ａ
業
界
の
中
に
は
、
関
連
す
る
工

業
会
に
未
加
入
で
そ
の
工
業
会
の
全
体

生
産
額
に
匹
敵
す
る
金
額
を
１
社
で
売

り
上
げ
て
い
る
会
社
も
あ
り
、
す
べ
て

の
統
計
が
市
場
の
実
態
を
反
映
し
て
い

る
と
言
い
難
い
。
日
本
の
製
造
業
に
と

っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
市
場
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
海
外
で
の
活
動
実
態
も
含

め
、
生
産
統
計
を
よ
り
正
確
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
は
、
製
造
業
を
勇
気
づ

け
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
一
助
に
も
な

っ
て
く
る
。
（
も
の
づ
く
り
・
ｊ
ｐ
株

式
会
社
　
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
　

会
長
　
藤
井
裕
雄
）

市
場
活
性
化
へ
正
確
な
統
計

　
21
年
に
Ｆ
Ａ
分
野
で
設
置

さ
れ
た
新
規
ノ
ー
ド
に
お
け

る
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

市
場
シ
ェ
ア
は
、
産
業
用
Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
が
65
％
か

ら
66
％
と
１
㌽
増
加
さ
せ
、

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
は
28
％
か

ら
27
％
と
１
㌽
減
少
し
た
。

ワ
イ
ヤ
レ
ス
は
７
％
と
横
ば

い
だ
っ
た
。

　
シ
ェ
ア
と
し
て
は
産
業
用

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
が
拡
大

し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
は
減

少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
産

業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の

成
長
率
が
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス

の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
た
め
で
、
ノ
ー
ド
数
全

体
と
し
て
は
拡
大
傾
向
に
あ

る
。
22
年
も
産
業
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
場
が
拡
大
す
る
の

は
間
違
い
な
い
見
通
し
で
、

同
社
は
８
％
の
成
長
を
予
測

し
て
い
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
別
で
は
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
６
月
22
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
６
月
29
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

Ｄ
Ｘ
で
市
場
拡
大
続
く

イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

拡
大
加
速

フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
も
成
長

　
製
造
業
Ｄ
Ｘ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
つ
な
が
る
工
場
を
進
め
る
上
で
、
生
産
設
備
や
セ

ン
サ
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
機
器
同
士
を
結
ぶ
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
選
び
は
重
要

だ
。
産
業
用
通
信
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
大
手
の
Ｈ
Ｍ
Ｓ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

は
毎
年
、
Ｆ
Ａ
分
野
で
新
規
設
置
さ
れ
た
ノ
ー
ド
が
、
ど
の
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
れ

て
い
る
か
を
調
査
し
「
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
場
シ
ェ
ア
動
向
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ

の
ほ
ど
「
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
場
動
向
２
０
２
２
年
最
新
版
」
を
公
開
し
、
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
の
い
ず
れ
も
大
き
く
成
長
し
、
22
年
は
産
業
用

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
場
全
体
で
８
％
成
長
と
な
り
、
さ
ら
な
る
市
場
拡
大
の
見
通
し
を
示
し
た
。

産業用ネットワーク市場シェア動向

HMS調べ

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の

山
口
氏
新
会
長

日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

　
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ａ
）は
、
２
０
２
２

年
度
の
臨
時
理
事
会
を
開
催

し
、
新
会
長
に
山
口
賢
治
氏

（
フ
ァ
ナ
ッ
ク
代
表
取
締
役

社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
就
任
し

た
。副
会
長
は
橋
本
康
彦（
川

崎
重
工
業
社
長
執
行
役
）
、

曽
我
信
之
氏
（
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
代

表
取
締
役
会
長
）、小
谷
高
代

氏
（
ユ
ー
シ
ン
精
機
代
表
取

締
役
社
長
）
が
新
任
し
、
久

保
田
和
雄
氏
（
三
明
機
工
代

表
取
締
役
社
長
）
が
再
任
と

な
っ
た
。
専
務
理
事
は
冨
士

原
寛
氏
（
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工

業
会
専
務
理
事
）が
務
め
る
。

小
笠
原
氏
が

会
長
に
就
任ＪＥ

Ｍ
Ａ

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ

Ｍ
Ａ
）
は
、
２
０
２
２
年
度

の
新
会
長
に
小
笠
原
浩
氏

（
安
川
電
機
代
表
取
締
役
会

長
兼
社
長
）
が
就
任
し
、
副

会
長
に
島
田
太
郎
氏
（
東
芝

代
表
執
行
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

が
新
任
し
た
。
任
期
は
23
年

度
開
催
予
定
の
定
時
総
会
終

結
時
ま
で
。

新
会
長
は
時
田
氏
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ

　
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、
２
０

２
２
年
度
の
新
た
な
代
表
理

事
会
長
と
し
て
時
田
隆
仁
氏

（
富
士
通
代
表
取
締
役
社

長
）
が
就
任
し
た
。
筆
頭
副

会
長
は
野
村
勝
明
氏
（
シ
ャ

ー
プ
代
表
取
締
役
社
長
兼
Ｃ

Ｏ
Ｏ
）
、
副
会
長
は
小
島
啓

二
氏
（
日
立
製
作
所
代
表
執

行
役
執
行
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
、
津
賀
一
宏
氏
（
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
取
締
役
会
長
）
、
漆
間
啓

氏
（
三
菱
電
機
代
表
執
行
役

執
行
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
新

野
隆
氏
（
日
本
電
気
代
表
取

締
役
副
会
長
）
、
石
塚
茂
樹

氏
（
ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
代
表

執
行
役
副
会
長
）
、
綱
川
智

氏
（
東
芝
取
締
役
会
議

長
）
、
西
島
剛
志
氏
（
横
河

電
機
取
締
役
会
長
）
、
栗
山

年
弘
氏
（
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ

イ
ン
代
表
取
締
役
社
長
執
行

役
員
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
、
髙
橋
広
行

氏
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締
役
会

長
）
、
中
山
泰
男
氏
（
セ
コ

ム
代
表
取
締
役
会
長
）
。
専

務
理
事
は
長
尾
尚
人
氏
（
電

子
情
報
技
術
産
業
協
会
）
が

務
め
る
。

と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
と

も
に
17
％
で
拮
抗
し
、
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
11
％
で
続

く
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
が

７
％
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
―
Ｔ

Ｃ
Ｐ
が
６
％
で
続
い
て
い

る
。Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
急
伸

　
産
業
用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ

ｔ
は
10
％
の
高
成
長
率
に
よ

っ
て
年
々
市
場
シ
ェ
ア
を
高

め
、
21
年
は
66
％
に
達
し

た
。
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／

Ｉ
Ｐ
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

が
と
も
に
17
％
で
並
び
、
Ｅ

ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
11
％
で

追
っ
て
い
る
状
況
は
変
わ
ら

ず
。
し
か
し
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ

Ａ
Ｔ
は
８
％
か
ら
11
％
と
３

㌽
も
上
昇
さ
せ
て
お
り
、
初

の
２
桁
シ
ェ
ア
に
乗
せ
て
肉

薄
し
て
き
て
い
る
の
は
確
か

だ
。フ

ィ
ー
ル
ド
バ
ス

22
年
は
４
％
成
長

　
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
は
、
シ

ェ
ア
28
％
か
ら
27
％
と
１
㌽

減
ら
し
、
こ
こ
数
年
は
新
規

設
置
さ
れ
る
ノ
ー
ド
数
も
減

少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ

も
い
っ
た
ん
落
ち
着
き
、
22

年
に
は
４
％
増
加
と
な
る
見

通
し
。
同
社
は
そ
の
理
由
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
問
題
に
直
面
す

る
難
し
い
局
面
の
な
か
で
、

新
し
い
技
術
よ
り
も
、
実
績

が
あ
り
、
成
熟
し
て
確
か
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
望
む
傾

向
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い

る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
内
シ
ェ

ア
で
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｓ
が
７
％
と
最
も
多
く
設
置

さ
れ
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｒ

Ｔ
Ｕ
が
５
％
、
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
が
４
％
で
続
い
て
い

る
。Ｍ

ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
に
注
目

　
今
回
の
注
目
技
術
は
Ｍ
ｏ

ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
。
最
新
の
工
場
内

で
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
の
Ｍ
ｏ

ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
―
Ｒ
Ｔ
Ｕ
と
産
業

用
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
の
Ｍ

ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
―
Ｔ
Ｃ
Ｐ
を
使

い
分
け
、
連
携
さ
せ
る
利
用

方
法
で
拡
大
し
、
合
計
で
11

％
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い

る
。
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
―
Ｔ
Ｃ

Ｐ
は
、
既
設
の
設
備
で
普
及

し
て
い
る
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
―

Ｒ
Ｔ
Ｕ
と
の
接
続
性
を
生
か

し
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
外
付

け
し
て
既
設
設
備
を
Ｉ
ｏ
Ｔ

化
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
形
で

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
シ

ェ
ア
６
％
と
健
闘
し
て
い

る
。

　
ま
た
Ｔ
Ｓ
Ｎ
や
Ｓ
Ｐ
Ｅ

（
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
イ
ー
サ
ネ

ッ
ト
）
、
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
　

Ｆ
Ｌ
Ｃ
な
ど
産
業
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
新
し
い
ト
レ
ン
ド

・
話
題
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
現
行
の
設
備
や
規
格
等
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
ま
だ

こ
れ
か
ら
と
い
う
段
階
と
位

置
付
け
て
い
る
。

ワ
イ
ヤ
レ
ス
伸
び

５
Ｇ
利
用
に
期
待

　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
は
８
％
の
成

長
率
で
伸
び
て
お
り
、
シ
ェ

ア
は
７
％
。
配
線
の
置
き
換

え
用
途
や
、
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で

の
Ａ
Ｇ
Ｖ
制
御
、
モ
バ
イ
ル

型
の
産
業
機
器
へ
の
接
続
な

ど
で
増
加
。
さ
ら
に
次
世
代

Ｆ
Ａ
設
備
で
の
５
Ｇ
活
用
と

い
う
好
材
料
も
あ
り
、
今
後

の
成
長
に
期
待
が
大
き
い
。

ア
ジ
ア
は
規
格
林
立

　
地
域
別
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
中
東
で
は
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
と
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
リ
ー
ド
し
、
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
と
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
続
く
。
ま
た

Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
（
Ｒ
Ｔ
Ｕ
／

Ｔ
Ｃ
Ｐ
）
と
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
　
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
が
優
勢

だ
が
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ

が
力
強
く
成
長
し
て
市
場
シ

ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
ア
ジ
ア
市
場
は
国
に
よ
っ

て
細
分
化
さ
れ
て
い
る
が
、

全
体
で
は
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
が
リ
ー
ド
し
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
が
続
く
。

さ
ら
に
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
／

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ
Ｅ
　

Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｓ
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
（
Ｒ
Ｔ

Ｕ
／
Ｔ
Ｃ
Ｐ
）
が
追
っ
て
い

る
。

印
西
部
に
新
工
場

Ｆ
Ａ
制
御

シ
ス
テ
ム
製
品

市
場
取
り
込
み
強
化

三菱電機

　
三
菱
電
機
は
、
需
要
増
加

が
見
込
ま
れ
る
イ
ン
ド
の
Ｆ

Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
製
品
の
事

業
拡
大
に
向
け
、
イ
ン
ド
の

製
造
・
販
売
拠
点
で
あ
る
三

菱
電
機
イ
ン
ド
（
Ｍ
Ｅ
Ｉ
）

に
約
31
億
円
を
投
資
し
、
Ｆ

Ａ
制
御
シ
ス
テ
ム
製
品
の
新

工
場
を
建
設
す
る
＝
写
真
。

　
新
工
場
は
、
イ
ン
ド
西
部

の
マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
プ
ネ

ー
に
建
設
し
、
敷
地
面
積
は

約
４
万
平
方
㍍
、
建
屋
は
２

階
建
で
延
床
面
積
１
万
５
４

０
０
平
方
㍍
。
イ
ン
バ
ー
タ

ー
を
中
心
と
す
る
Ｆ
Ａ
制
御

シ
ス
テ
ム
の
生
産
を
担
う
。

高
効
率
空
調
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

機
器
の
導
入
、
工
場
排
水
の

再
利
用
な
ど
環
境
・
脱
炭
素

に
も
取
り
組
む
。
稼
働
開
始

は
23
年
12
月
を
予
定
。

　
イ
ン
ド
の
Ｆ
Ａ
市
場
は
、

自
動
車
、食
品
・
飲
料
、医
薬

品
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
、繊
維

な
ど
の
産
業
を
中
心
に
年
率

８
％
成
長
を
続
け
て
お
り
、

今
後
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
１
９
９
５
年
に
イ

ン
ド
で
の
Ｆ
Ａ
機
器
の
本
格

的
な
販
売
を
開
始
し
、
２
０

１
２
年
に
は
現
地
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ

・
表
示
器
メ
ー
カ
ー
の
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
（
メ
サ
ン
グ
）

グ
ル
ー
プ
を
買
収
し
て
事
業

を
強
化
。
さ
ら
に
13
年
に
は

現
地
で
の
開
発
・
サ
ー
ビ
ス

拠
点
と
な
る
三
菱
電
機
イ
ン

ド
Ｆ
Ａ
開
発
セ
ン
タ
ー
を
開

設
。
19
年
に
は
ｅ
―
Ｆ
＠
ｃ

ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
会

を
設
立
し
て
い
る
。
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２０２２年（令和４年）６月１５日　　　（2）

Ｍ
Hz
の
Ａ
ｒ
ｍ
　
Ｃ
ｏ
ｒ
ｔ

ｅ
ｘ
―
Ｒ
52
を
２
個
搭
載
。

Ｃ
Ｐ
Ｕ
直
結
の
専
用
バ
ス
に

モ
ー
タ
制
御
で
使
わ
れ
る
周

辺
機
能
を
配
置
し
て
Ｃ
Ｐ
Ｕ

か
ら
低
遅
延
で
ア
ク
セ
ス
可

能
。
加
え
て
Ｃ
Ｐ
Ｕ
に
密
結

合
し
た
大
容
量
メ
モ
リ
（
５

７
６
Ｋ
Ｂ
）
を
搭
載
し
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
の
使
用
で

起
こ
る
実
行
時
間
の
ブ
レ
を

低
減
し
、
確
定
的
な
高
速
応

答
処
理
を
実
現
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
制
御
で
高
性
能
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
Ａ
Ｃ
サ
ー

ボ
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
ロ
ボ
ッ

ト
を
高
速
か
つ
高
精
度
に
制

御
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

た
。

m

色
で
、
故
障
で
は
な
い
が

注
意
す
べ
き
状
態
は
黄
色
で

表
示
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
機
能

と
し
て
Ｎ
Ｆ
Ｃ
通
信
に
対
応

し
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
「
リ

タ
ー
ル
Ｓ
ｃ
ａ
ｎ
＆
Ｓ
ｅ
ｒ

ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
」
で
製
品
仕
様
の

確
認
と
製
品
管
理
、
パ
ラ
メ

ー
タ
の
設
定
・
変
更
に
対

応
。
別
売
り
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
よ
っ
て
社

内
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
遠

隔
監
視
機
能
を
追
加
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
部
品
交
換
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
ア
ク
セ

ス
を
容
易
に
す
る
ハ
ン
ド
ル

付
き
ル
ー
バ
ー
グ
リ
ル
の
採

用
や
、
国
際
認
証
各
種
を
取

得
し
世
界
中
で
使
用
で
き
る

マ
ル
チ
電
圧
対
応
、
電
機
安

全
に
向
け
て
配
線
用
遮
断
器

を
ア
ク
セ
サ
リ
と
し
て
用
意

す
る
な
ど
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ

を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
は
３
０
０
Ｗ
と
５

０
０
Ｗ
、
１
０
０
０
Ｗ
を
そ

ろ
え
、
制
御
盤
や
分
電
・
配

電
盤
の
寸
法
、
発
熱
量
に
合

わ
せ
た
適
切
な
温
度
管
理
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
は
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
や
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
向
け

に
、
高
速
・
高
精
度
な
モ
ー

タ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御

と
、
Ｔ
Ｓ
Ｎ
対
応
の
最
新
の

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
を

１
チ
ッ
プ
で
実
現
し
、
機
能

安
全
に
も
対
応
し
た
ハ
イ
エ

ン
ド
モ
ー
タ
制
御
用
Ｍ
Ｐ
Ｕ

「
Ｒ
Ｚ
／
Ｔ
２
Ｍ
」
＝
写
真

＝
を
発
売
開
始
し
た
。

　
最
大
動
作
周
波
数
８
０
０

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
（
東
京
都

江
東
区
）
は
、
簡
単
・
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
結
線
で
き
る
レ

ー
ル
マ
ウ
ン
ト
端
子
台
「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
　
Ｓ
シ
リ
ー

ズ
」
に
、
さ
ら
に
小
型
化
し

た
ミ
ニ
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
　
Ｓ
　
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ｉ
」＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
振
動
に
強
く

ゆ
る
ま
な
い
、
省
工
数
・
省

ス
ペ
ー
ス
と
い
っ
た
特
長
は

そ
の
ま
ま
に
、
さ
ら
に
小
型

化
し
、
モ
ー
タ
ー
や
ポ
ン
プ

な
ど
ス
ペ
ー
ス
が
制
限
さ
れ

る
小
さ
な
端
子
ボ
ッ
ク
ス
内

で
の
接
続
に
最
適
と
な
っ
て

い
る
。

　
取
り
付
け
タ
イ
プ
は
Ｄ
Ｉ

Ｎ
15
レ
ー
ル
・
パ
ネ
ル
固
定

・
ス
ナ
ッ
プ
イ
ン
フ
ッ
ト
付

き
の
３
種
類
が
あ
り
、
汎
用

性
が
高
く
使
用
可
能
。
ア
ク

セ
サ
リ
を
使
う
こ
と
で
Ｄ
Ｉ

Ｎ
35
レ
ー
ル
に
も
取
り
付
け

で
き
る
。

　
サ
イ
ズ
は
２
種
類
あ
り
、

適
合
電
線
サ
イ
ズ
１
平
方
㍉

㍍
の
タ
イ
プ
は
０
・
14
〜
１

平
方
㍉
㍍
、
２
・
５
平
方
㍉

㍍
の
タ
イ
プ
は
０
・
25
〜
２

・
５
平
方
㍉
㍍
の
可
と
う
よ

り
線
、
１
・
５
〜
４
平
方
㍉

㍍
ま
で
の
単
線
、
よ
り
線
も

接
続
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

の
が
「
人
」
で
あ
る
こ
と
は
珍

し
く
な
い
。
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む

か
否
か
の
決
断
を
く
だ
す
経
営

者
だ
っ
た
り
、
長
年
、
自
分
の

裁
量
で
現
場
を
仕
切
っ
て
き
た

ベ
テ
ラ
ン
社
員
で
あ
っ
た
り
、

は
た
ま
た
全
社
を
巻
き
込
ん
だ

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
に
は
適
任
で
は

な
い
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
だ
っ
た
り

と
さ
ま
ざ
ま
。
現
場
や
業
務
に

対
し
て
権
限
や
責
任
、
さ
ら
に

は
知
見
や
技
術
、
経
験
を
持
つ

人
が
個
人
の
感
情
や
考
え
に
こ

だ
わ
り
、
そ
れ
が
障
害
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
多
々

あ
る
。

　
制
御
盤
に
関
し
て
も
同
様
の

ケ
ー
ス
は
後
を
絶
た
ず
、
非
効

率
を
生
み
出
し
て
い
る
。
機
械

・
装
置
メ
ー
カ
ー
、
さ
ら
に
は

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
も
含
め
た
上

流
側
が
発
注
者
と
し
て
強
い
力

と
決
定
権
を
持
ち
、
昔
な
が
ら

の
し
が
ら
み
や
こ
だ
わ
り
、
癖

や
プ
ラ
イ
ド
の
ま
ま
各
社
各
様

で
仕
様
を
作
成
す
る
こ
と
で
、

受
注
者
・
納
品
者
と
な
る
制
御

盤
メ
ー
カ
ー
に
は
多
種
多
様
で

統
一
感
の
な
い
基
準
や
仕
様
の

発
注
が
い
ま
だ
に
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が
ま
か
り
通
っ

て
い
る
こ
と
で
、
制
御
盤
メ
ー

カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
様
を
細

か
く
確
認
し
、
個
別
に
部
品
を

調
達
し
、
ミ
ス
の
な
い
よ
う
に

一
つ
ひ
と
つ
組
み
立
て
る
必
要

に
迫
ら
れ
、
ひ
い
て
は
納
期
の

長
期
化
や
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
受
注
者
・
納
品
者
で
あ
る

制
御
盤
メ
ー
カ
ー
が
、
発
注
者

の
仕
様
を
そ
の
ま
ま
受
け
る
の

で
は
な
く
、
見
積
も
り
の
精
度

や
効
率
を
改
善
し
、
製
作
基
準

や
仕
様
を
変
更
し
た
場
合
の
コ

ス
ト
や
納
期
に
対
す
る
効
果
・

メ
リ
ッ
ト
を
提
案
す
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
発
注
者

側
は
、
昔
か
ら
の
通
例
に
の
っ

と
っ
て
自
分
た
ち
の
希
望
す
る

仕
様
を
発
注
し
て
い
る
だ
け
で

あ
り
、
そ
れ
が
制
御
盤
業
界
の

中
で
古
く
て
標
準
的
で
は
な
い

こ
と
は
知
ら
ず
、
そ
れ
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
デ
メ
リ
ッ
ト

や
リ
ス
ク
に
気
づ
い
て
い
な
い

可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。
そ
こ

を
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
が
制
御
盤

の
専
門
家
と
し
て
発
注
者
に
仕

様
変
更
や
更
新
を
提
案
す
る
こ

と
で
、
発
注
者
側
に
は
性
能
や

品
質
向
上
を
も
た
ら
し
、
制
御

盤
メ
ー
カ
ー
側
に
も
業
務
効
率

ア
ッ
プ
や
部
品
を
ま
と
め
て
購

入
で
き
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト

効
果
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
て
く
る
。

発
注
者
に
メ
リ
ッ
ト
提
案

仕様作成者　こだわりの壁

　
４
回
目
は
「
仕

様
の
提
示
・
確
認

工
程
に
お
け
る
仕

様
作
成
者
の
こ
だ

わ
り
」
の
壁
。

　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
に
あ
た
っ
て
の

壁
と
な
っ
て
い
る

　
制
御
盤
の
設
計
・
製
造
工
程
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
効
率
化
し
、
制
御
盤
関
連
各
社

の
体
質
強
化
を
実
現
す
る
「
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
」
。
し
か
し
そ
こ
に
至
る
ま
で
は
い
く
つ
も
の
壁

・
ハ
ー
ド
ル
が
存
在
す
る
。
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
制
御
盤
２
０
３
０
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
は
、
制
御
盤
の
製
作
工
程
の
将
来
の
形
と
し
て
「
制
御
盤
２
０
３
０
」
を
提
示

し
、
さ
ら
に
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
を
阻
む
壁
と
そ
れ
に
対
す
る
推
進
策
を
「
制
御
盤
製
造
業
界
向
け

Ｄ
Ｘ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
記
事
で
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
実
現
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
と
そ
の
解
決
策
を
紹
介
す
る
。

制御盤製造のDXの壁とその解決策④ 新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

リ
タ
ー
ル 

盤
用
ク
ー
ラ
ー
３
機
種

ア
ラ
ー
ム
視
認
性
も
向
上

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
高
性
能

と
省
ス
ペ
ー
ス
を
両
立
し
た

薄
型
フ
ァ
ン
レ
ス
組
み
込
み

用
Ｐ
Ｃ
「
ボ
ッ
ク
ス
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
Ｂ
Ｘ
―
Ｔ
３
０
０

０
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
第
８
世
代
イ

ン
テ
ル
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
プ
ロ
セ
ッ

サ
（
Ｗ
ｈ
ｉ
ｓ
ｋ
ｅ
ｙ
　
Ｌ

ａ
ｋ
ｅ
―
Ｕ
）
を
搭
載
し
な

が
ら
、
厚
み
約
30
㍉
㍍
、
Ａ

５
用
紙
ほ
ど
の
薄
型
か
つ
小

型
サ
イ
ズ
（
幅
１
８
２
×
奥

行
き
１
５
５
×
高
さ
30
・
３

㍉
㍍
）
と
使
用
温
度
範
囲
マ
イ
ナ
ス

20
〜
60
℃
を
実
現
。
限
ら
れ

た
筐
体
ス
ペ
ー
ス
に
、
１
０

０
０
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
―
Ｔ
×
２
ポ

ー
ト
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
３
・
２
Ｇ
ｅ

ｎ
２
×
４
ポ
ー
ト
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

２
・
０
×
２
ポ
ー
ト
、
Ｄ
ｉ

ｓ
ｐ
ｌ
ａ
ｙ
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
１
・

２
、
ア
ナ
ロ
グ
Ｒ
Ｇ
Ｂ
、
Ｍ

・
２
カ
ー
ド
ス
ロ
ッ
ト
、
Ｃ

Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
カ
ー
ド
ス
ロ
ッ

ト
、
Ｒ
Ｓ
―
２
３
２
Ｃ
／
４

２
２
Ａ
／
４
８
５
な
ど
拡
張

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
搭
載

し
て
い
る
。

　
電
源
障
害
か
ら
の
デ
ー
タ

保
護
と
ス
ト
レ
ー
ジ
へ
の
書

き
込
み
を
禁
止
す
る
機
能

「
電
断
プ
ロ
テ
ク
ト
」
を
搭

載
し
て
お
り
、
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
処
理
な
し
で
安
全
に
電

源
を
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
耐
振
動
性
（
５
Ｇ
）
・
耐

衝
撃
性
（
１
０
０
Ｇ
）
に
優

れ
、
耐
環
境
性
が
求
め
ら
れ

る
産
業
機
器
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
や
操
作
端
末
と
し
て
幅
広

く
利
用
可
能
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｍ
２
・
０
や

セ
キ
ュ
ア
ブ
ー
ト
な
ど
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
機
能
に
加
え
、
自

己
診
断
や
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ブ
ー
ト
プ

ロ
テ
ク
ト
な
ど
の
機
能
を
搭

載
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
有
無
や

Ｃ
Ｐ
Ｕ
、
メ
モ
リ
の
違
い
な

ど
15
モ
デ
ル
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
し
て
い
る
。

　
周
囲
温
度
が
盤
内
温
度
よ

り
高
い
時
に
は
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
ク
ー
ラ
ー
と
し
て
、
周

囲
温
度
が
盤
内
温
度
よ
り
低

い
時
に
は
そ
の
温
度
差
を
利

用
し
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
空
冷
式

熱
交
換
器
と
し
て
稼
働
し
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
を
実
現
。
冷
媒
に
は

低
Ｇ
Ｗ
Ｐ
値
の
不
燃
性
混
合

冷
媒
「
Ｒ
５
１
３
Ａ
」
を
採

用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減

に
貢
献
す
る
。

　
ま
た
、
稼
働
状
態
の
確
認

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
も
向
上

し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
バ
ー
に

よ
っ
て
遠
く
か
ら
稼
働
状
態

が
一
目
で
確
認
可
能
。
正
常

時
の
色
は
白
・
青
・
緑
・
ピ

ン
ク
・
無
灯
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
、
ア
ラ
ー
ム
時
は
重

大
さ
に
よ
っ
て
冷
却
機
能
に

影
響
す
る
エ
ラ
ー
発
生
は
赤

　
リ
タ
ー
ル
は
、
制
御
盤
や
分
電
・
配
電
盤
用
ク
ー
ラ

ー
の
新
機
種
「
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｅ
＋
Ｓ
（
ブ
ル
ー
・
イ
ー
プ

ラ
ス
Ｓ
）
」
シ
リ
ー
ズ
を
７
月
１
日
か
ら
発
売
す
る
。

同
製
品
は
、
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
と
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
冷
却
を
採
用
し
た
盤
用
ク
ー
ラ
ー
。

「Bluee+S（ブルー・イープラスS）」シリーズ

ボ
ッ
ク
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｂ

Ｘ
―
Ｔ
３
０
０
０

コ
ン
テ
ッ
ク 

薄
型
フ
ァ
ン
レ
ス
組
み
込
み
用
Ｐ
Ｃ

コ
ン
パ
ク
ト
Ａ
５
サ
イ
ズ

ル
ネ
サ
ス 

ハ
イ
エ
ン
ド
モ
ー
タ
制
御
用
Ｍ
Ｐ
Ｕ

モ
ー
タ
制
御

Ｔ
Ｓ
Ｎ
通
信 

１
チ
ッ
プ
で
実
現

小出力、省エネ効果75％

断
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
認
証
を
取
得

し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
含
む

「
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
シ
ス
テ
ム
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
キ
ッ
ト
」
な
ど
の

機
能
安
全
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
を
予
定
し
て
い
る
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
医
薬
品
・

医
療
機
器
向
け
製
造
管
理
シ

ス
テ
ム
「
Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ 

Ｖ
」
を
６
月
７
日

か
ら
販
売
開
始
し
た
。
販
売

価
格
は
１
シ
ス
テ
ム
５
０
０

０
円
万
円
か
ら
。

　
「
Ｐ
ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
高
い
静
圧
や
指
向
性
が

必
要
と
さ
れ
る
用
途
に
最
適

な
Ａ
Ｃ
ブ
ロ
ワ
「
Ｍ
Ｂ
」
シ

リ
ー
ズ
Ｓ
タ
イ
プ
に
、
ラ
ン

ナ
ー
径
φ
１
０
０
㍉
㍍
タ
イ

プ
を
追
加
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
高
い
指
向
性

で
加
熱
成
形
し
た
後
の
ワ
ー

ク
の
高
速
冷
却
や
、
実
験
装

置
に
取
り
付
け
て
ダ
ク
ト
と

し
て
の
利
用
、
エ
ア
ブ
ロ
ー

と
し
て
使
っ
て
粉
体
や
液
体

を
吹
き
飛
ば
す
こ
と
で
非
接

触
で
の
加
工
、
吸
着
に
使
っ

て
軽
量
・
薄
型
ワ
ー
ク
の
散

乱
や
位
置
ず
れ
の
防
止
な
ど

に
利
用
で
き
る
。

無
線
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
ボ
ッ
ク
ス
発
売

Ｉ
Ａ
Ｉ

　
Ｉ
Ａ
Ｉ
は
、
リ
モ
コ
ン
感

覚
で
エ
レ
シ
リ
ン
ダ
ー
の
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
が
で
き
る
無
線

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス

「
リ
モ
ス
ピ
」
＝
写
真
＝
を

発
売
し
た
。

　
５
㍍
ほ
ど
離
れ
た
場
所
か

ら
も
無
線
で
エ
レ
シ
リ
ン
ダ

ー
と
通
信
し
て
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
が
可
能
。
カ
バ
ー
に
覆
わ

れ
た
装
置
や
手
の
届
き
に
く

い
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
エ
レ

シ
リ
ン
ダ
ー
に
も
簡
単
に
接

続
し
て
設
定
が
可
能
。
最
大

で
16
軸
を
同
時
検
出
で
き
、

接
続
軸
の
切
り
替
え
も
簡
単

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
は
、
カ

メ
ラ
付
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
あ

る
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
利
点

を
生
か
し
た
ク
ラ
ウ
ド
Ａ
Ｉ

画
像
解
析
サ
ー
ビ
ス
「
ビ
ュ

ー
レ
ッ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
、
第
３
弾
と

な
る
「
作
業
分
析
サ
ー
ビ

ス
」
を
提
供
開
始
し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｖ
ｉ
ｅ

ｗ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
天
井
か
ら
撮
影

し
た
手
の
位
置
や
動
き
を
Ａ

Ｉ
で
解
析
し
て
デ
ー
タ
化

し
、
作
業
時
間
の
自
動
計
測

や
作
業
順
序
の
数
値
化
な
ど

作
業
の
見
え
る
化
を
実
現
。

解
析
結
果
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
、
Ｊ

Ｓ
Ｏ
Ｎ
、
Ｍ
Ｐ
４
形
式
の
デ

ー
タ
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
、
解
析
結
果

の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
利
用

し
て
、
作
業
順
序
や
タ
ク
ト

タ
イ
ム
を
図
表
で
可
視
化
し

て
レ
ポ
ー
ト
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
仮
想
化
技
術
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
な
ど
を
積
極
的
に
採
用

し
、
短
期
間
で
の
シ
ス
テ
ム

導
入
や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
可

能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
装
置
稼
働
デ
ー
タ

の
製
造
履
歴
を
自
動
で
取
得

し
た
い
と
い
う
要
望
に
対
応

す
る
た
め
、
標
準
機
能
で
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ａ
や
Ｐ
Ｌ
Ｃ
な
ど
と

製
造
管
理
シ
ス
テ
ム
が
連
携

対
応
可
能
と
な
り
、
装
置
稼

働
デ
ー
タ
を
製
造
記
録
と
し

て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
一
つ
の
画
面

の
中
で
、
大
項
目
↓
中
項
目

↓
小
項
目
へ
と
ド
リ
ル
ダ
ウ

ン
し
て
情
報
を
取
得
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、 

画
面
の

見
や
す
さ
、
操
作
性
が
向
上

し
た
。

　
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
Ｒ
Ｔ
、

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ

な
ど
の
主
要
な
産
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
に

加
え
、
新
た
に
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
Ｉ
Ｒ
Ｔ
に
も
対

応
。
Ｔ
Ｓ
Ｎ
規
格
に
対
応
し

た
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ

も
搭
載
し
、
複
数
機
器
を
高

精
度
に
同
期
さ
せ
て
動
作
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　
ま
た
機
能
安
全
に
つ
い
て

も
、
機
能
安
全
処
理
を
考
慮

し
た
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
構
造
で

機
能
安
全
用
の
マ
イ
コ
ン
を

一
つ
外
付
き
す
る
だ
け
で
、

モ
ー
タ
制
御
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
通
信
と
並
行
し
て
機
能
安

全
処
理
を
実
装
可
能
。
さ
ら

に
、
２
０
２
２
年
中
に
は
自

己
故
障
診
断
を
行
う
「
認
証

済
み
セ
ル
フ
テ
ス
ト
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
」
や
マ
イ
コ
ン
二
重

化
構
成
に
必
須
の
相
互
診

オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー
Ａ
Ｃ
ブ
ロ
ワ

ラ
ン
ナ
ー
径
φ
100
㎜
タ
イ
プ

ワゴジャパン レールマウント端子台
「TOPJOB Sシリーズ」にミニバージョン

超小型、省スペース化に貢献

アズビル

医薬品製造管理システム
ＭＥＳパッケージで提供

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク

ク
ラ
ウ
ド
Ａ
Ｉ
画
像
解
析

第
３
弾「
作
業
分
析
」提
供

ｅ
」
は
、
医
薬
品
製
造
に
関

す
る
各
種
法
令
に
準
ず
る
適

正
な
製
造
、
お
よ
び
管
理
の 

実
現
を
目
的
と
し
た
製
造
実

行
シ
ス
テ
ム
（
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）

で
、
１
９
９
４
年
か
ら
販
売

開
始
し
て
い
る
。

　
今
回
販
売
し
た
「
Ｐ
ｈ
ａ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ 

Ｖ
」

は
、
こ
れ
ま
で
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
が
必
要
だ
っ
た
外
部
シ
ス

テ
ム
と
の
連
携
機
能
を
も
含

め
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
と
し
て
提
供
す
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
構
築
は
顧
客
が
主

体
と
な
っ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス



（3）　　　２０２２年（令和４年）６月１５日

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

市
場
・
企
業
ト
ピ
ッ
ク
ス

Ａ
Ｇ
Ｖ
を
誘
導
制
御

Ｃ
Ａ
Ｎ

通
信
対
応

ガ
イ
ド
セ
ン
サ

マコメ研

　
新
製
品
は
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
（
無

人
搬
送
車
）
誘
導
用
セ
ン
サ

と
し
て
、
自
動
車
業
界
で
多

く
採
用
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｎ

２
・
０
Ａ
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
―
１
１

８
９
８
―
１
）
に
準
拠
し
た

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
搭
載

し
て
お
り
、
省
配
線
・
低
コ

ス
ト
化
を
実
現
で
き
る
。

　
独
自
技
術
の
「
可
飽
和
コ

イ
ル
」
を
用
い
た
高
感
度
な

磁
気
検
出
に
よ
り
、
１
フ
レ

ー
ム
で
直
進
誘
導
モ
ー
ド
出

力
と
左
右
分
岐
モ
ー
ド
出
力

が
常
時
出
力
さ
れ
る
ほ
か
、

パ
ラ
レ
ル
（
15
ｂ
ｉ
ｔ
）
出

力
も
常
時
出
力
で
き
、
必
要

に
応
じ
最
適
な
信
号
を
取
り

込
む
こ
と
が
可
能
。

　
ま
た
、
本
体
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
金
属
筐
体
を
採
用
す
る

事
で
従
来
標
準
品
に
比
べ
小

型
化
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
保
護
構
造
も
Ｉ
Ｐ
67
へ

対
応
し
た
堅
牢
設
計
に
な
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
検
出
面
お
よ
び

ケ
ー
ブ
ル
引
き
出
し
方
向
を

選
べ
る
よ
う
に
し
た
た
め
、

低
床
の
車
両
設
計
に
柔
軟
な

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
取

り
付
け
の
自
由
度
が
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。

　
高
信
頼
性
が
要
求
さ
れ
る

自
動
車
関
連
な
ど
産
業
用
途

の
制
御
シ
ス
テ
ム
に
最
適
。

　
サ
イ
ズ
は
、
Ｇ
Ｓ
―
５
３

０
が
１
０
８
×
30
×
20
㍉

㍍
、
Ｇ
Ｓ
―
５
５
０
が
１
６

８
×
30
×
20
㍉
㍍
。
Ｃ
Ａ
Ｎ

通
信
速
度
１
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
（
最

大
）
。100

万
回
の
屈
曲
ク
リ
ア

Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ

可
動
用
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト

ケ
ー
ブ
ル

　
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
は
、
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ

　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
接
続
対

応
の
可
動
用
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

・
ケ
ー
ブ
ル
「
Ｅ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｃ
ａ
ｔ
．
　
６

Ａ
　
Ｆ
Ｄ
　
Ｆ
Ｃ
」
を
発
売

し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
導
体
断
面
が

26
Ａ
Ｗ
Ｇ
で
Ｕ
Ｌ
認
証
を
取

得
し
、
短
い
伝
送
距
離
で
の

高
速
デ
ー
タ
通
信
を
目
的
と

し
て
、
最
大
５
０
０
Ｍ
Hz
の

周
波
数
範
囲
に
お
け
る
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
デ

ー
タ
伝
送
に
最
適
。
可
動
機

械
部
品
や
ケ
ー
ブ
ル
キ
ャ
リ

ア
の
中
で
常
に
屈
曲
す
る
よ

う
な
場
所
に
適
し
て
お
り
、

１
０
０
万
回
以
上
の
屈
曲
試

験
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
外

装
に
堅
牢
な
Ｐ
Ｖ
Ｃ
ま
た
は

耐
摩
耗
性
の
高
い
Ｐ
Ｕ
Ｒ
を

採
用
し
、
乾
燥
、
湿
気
、
湿

潤
環
境
な
ど
多
目
的
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ

ｃ
ｔ
設
計
で
最
小
限
の
手
順

で
Ｒ
Ｊ
45
な
ど
の
従
来
の
コ

ネ
ク
タ
に
接
続
可
能
。
ま
た

好
適
な
従
来
の
各
対
シ
ー
ル

ド
仕
様
に
対
し
て
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
十
字
介
在
を
採
用
し
、

二
重
シ
ー
ル
ド
を
施
す
こ
と

に
よ
り
長
寿
命
化
も
実
現
。

ケ
ー
ブ
ル
加
工
に
要
す
る
工

数
も
最
大
で
50
％
短
縮
が
可

能
。
ホ
イ
ル
＋
銅
編
組
シ
ー

ル
ド
（
Ｓ
Ｆ
／
Ｕ
Ｔ
Ｐ
）
で

ノ
イ
ズ
か
ら
の
保
護
も
実
現

し
て
い
る
。

　
Ｆ
ａ
ｓ
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ

ｃ
ｔ
仕
様
の
ケ
ー
ブ
ル
ア
ッ

シ
ー
に
適
し
た
ツ
ー
ル
も
提

供
し
て
い
る
。

ＣＡＮ通信対応ガイドセン
サ「ＧＳ―500シリーズ」

　
オ
ム
ロ
ン
ソ
ー
シ
ア
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
２
０

２
２
年
４
月
施
行
の
特
定
計

量
制
度
に
対
応
し
た
産
業
向

け
太
陽
光
発
電
用
パ
ワ
ー
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
「
Ｋ
Ｐ
Ｗ
―

Ａ
―
２
―
Ｍ
」
を
発
売
し
た

＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
計
測
精
度
を

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
相
当
の

２
％
以
内
と
す
る
高
精
度
計

測
を
実
現
し
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電

力
販
売
契
約
）
ビ
ジ
ネ
ス
で

必
要
と
な
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー

タ
ー
の
取
り
付
け
を
不
要
と

し
機
器
コ
ス
ト
を
削
減
。
さ

ら
に
設
計
・
施
工
時
の
工
数

も
低
減
し
て
い
る
。

太陽光発電用
パワコン登場

オムロン

　
Ａ
Ｒ
Ｃ
ア
ド
バ
イ
リ
・
グ

ル
ー
プ
主
催
、
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
新
聞
な
ど
協
賛
の

「
年
次
Ａ
Ｒ
Ｃ
産
業
フ
ォ
ー

ラ
ム
ア
ジ
ア
２
０
２
２
」

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
７
月
12

〜
14
日
ま
で
の
３
日
開
催
さ

れ
る
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
デ
ジ

タ
ル
変
革
と
持
続
可
能
性
を

加
速
」
。

　
12
日
は
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

で
「
デ
ジ
タ
ル
変
革
と
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ

に
、
「
住
友
化
学
の
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り

組
み
『
責
務
と
貢
献
』
」
と

題
し
、
住
友
化
学
執
行
役

員
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
戦
略
審
議
会
事
務
局
長
・

技
術
・
研
究
企
画
部
長
辻
　

純
平
氏
、
「
水
素
社
会
実
現

を
加
速
す
る
取
り
組
み
」
と

題
し
、
エ
マ
ソ
ン
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

脱
炭
素
お
よ
び
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
デ

ル
・
メ
ル
ウ
ェ
氏
、
「
三
菱

ケ
ミ
カ
ル
の
Ｄ
Ｘ
推
進
事
例

―
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ン
ト
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
と
課

題
」
と
題
し
、
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
技
術
統
括
本
部
生
産
技
術

部
奥
津
肇
氏
が
行
う
。

　
同
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
２
で

は
、
「
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
管

理
と
Ａ
Ｉ
／
機
械
学
習
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
化
学

プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
先
端
技

術
の
導
入
と
今
後
の
課
題
」

と
題
し
、
三
井
化
学
生
産
・

技
術
本
部
生
産
技
術
高
度
化

推
進
室
長
八
坂
直
登
氏
、

「
ダ
イ
セ
ル
式
生
産
革
新
が

Ａ
Ｉ
で
進
化
〜
攻
め
の
生
産

を
実
現
す
る
自
律
型
生
産
シ

ス
テ
ム
〜
」
と
題
し
、
ダ
イ

セ
ル
社
長
室
長
モ
ノ
づ
く
り

革
新
セ
ン
タ
ー
長
三
好
史
浩

氏
、
「
デ
ー
タ
利
活
用
に
よ

る
プ
ラ
ン
ト
操
業
の
変
革
・

高
度
化
」
（
仮
題
）
と
題

し
、
千
代
田
化
工
建
設
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
本
部
デ

ジ
タ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
　
部
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
佐
々
木
美
春
氏
が
行

う
。
同
日
セ
ッ
シ
ョ
ン
３
で

は
、
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
と

予
知
保
全
＆
ロ
ボ
ッ
ト
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
環
境
下
で
の
次

世
代
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
全

分
野
に
お
け
る
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
技
術
の
展
開
」
と
題
し
、

千
代
田
化
工
建
設
理
事
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
本
部

本
部
長
補
佐
（
デ
ジ
タ
ル
担

当
）
井
川
玄
氏
、
「
ヘ
キ
サ

ゴ
ン
が
提
案
す
る
製
造
業
向

け
ス
マ
ー
ト
デ
ジ
タ
ル
リ
ア

リ
テ
」
（
仮
題
）
と
題
し
、

ヘ
キ
サ
ゴ
ン
代
表
取
締
役
社

長
大
坂
宏
氏
が
行
う
。

　
13
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
４
で

は
、
「
次
世
代
プ
ラ
ン
ト
制

御
と
自
律
運
転
」
を
テ
ー
マ

に
、
「
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム

の
進
化
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
と
高

度
制
御
へ
の
期
待
」
と
題

し
、
本
田
技
術
研
究
所
先
進

技
術
研
究
所
知
能
化
領
域
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
チ
ー
フ
エ
ン

ジ
ニ
ア
安
井
裕
司
氏
、
「
２

０
３
０
年
連
続
生
産
シ
ス
テ

ム
『
ｉ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
』

実
装
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
・

第
３
フ
ェ
ー
ズ
」
と
題
し
、

高
砂
ケ
ミ
カ
ル
掛
川
工
場
技

術
開
発
部
ｉ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ

ｙ
準
備
室
専
任
課
長
鶴
本
穣

治
氏
、
「
イ
ン
テ
ル
半
導
体

工
場
の
デ
ー
タ
活
用
の
最

新
」
と
題
し
、
イ
ン
テ
ル
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
事
業
本
部
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
統
括
部

統
括
部
長
幸
村
裕
子
氏
が
行

う
。
同
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
５

で
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン

と
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ト
運

用
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
ア
ヴ

ィ
バ
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
に
よ

る
運
転
最
適
化
の
実
践
」
と

題
し
、
ア
ヴ
ィ
バ
杉
江
泰

氏
、
「
高
度
分
析
ツ
ー
ル

〝
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｑ
〞
で
実
現
す
る

労
働
力
、
Ｗ
Ｘ
」
と
題
し
、

三
井
情
報
Ｄ
Ｘ
営
業
本
部
産

業
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部

セ
ー
ル
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

石
舘
豊
氏
が
行
う
。

　
14
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
６
で

は
、
「
Ｏ
Ｐ
Ａ
―
次
世
代
プ

ラ
ン
ト
制
御
シ
ス
テ
ム
開

発
」
を
テ
ー
マ
に
行
う
が
、

講
師
は
調
整
中
。

　
ま
た
、
同
日
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
７
で
は
「
産
業
制
御
シ
ス

テ
ム
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
産
業

制
御
シ
ス
テ
ム
を
守
る
〝
Ｏ

Ｔ
　
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
　
Ｔ
ｒ
ｕ
ｓ

ｔ
〞
の
実
践
例
」
（
仮
題
）

と
題
し
、
Ｔ
Ｘ
Ｏ
ｎ
　
Ｎ
ｅ

ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
業
務
執
行
役
員
ビ
ジ
ネ
ス

戦
略
担
当
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
本
部
長
今
野
尊
之
氏
が
行

う
。

　
同
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
８
で

は
、
「
装
置
産
業
と
自
動
車

の
運
転
支
援
・
自
動
運
転
の

現
状
と
将
来
―
Ａ
Ｉ
お
よ
び

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
活

用
、
人
と
シ
ス
テ
ム
の
関
係

な
ど
」
で
パ
ネ
ル
討
論
を
行

う
。

　
参
加
問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｒ

Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
（arcjapan@

arcweb.com

）
ま
で
。

Ａ
Ｒ
Ｃ
産
業
フ
ォ
ー
ラ
ム

DXと持続可能性加速
7月12～14日にオンライン

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ 

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

７
万
人
来
場
し
閉
幕

オ
ン
ラ
イ
ン

７
月
29
日
ま
で
開
催
中

Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

の
様
子

　
国
内
最
大
の
電
気
設
備
の

総
合
展
示
会
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
２
２
（
第
70

回
電
設
工
業
展
）」（
主
催
＝

日
本
電
設
工
業
協
会
）
が
、

６
月
１
日
か
ら
３
日
間
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

の
、
全
盛
期
に
近
い
来
場
者

が
あ
っ
た
。

　
今
回
は
、「
〝
脱
炭
素
〞
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
　
電
設
技
術

が
未
来
（
地
球
）
を
守
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
出
展
者
数
２

０
２
社
・
団
体
（
小
間
数
７

２
８
小
間
）
が
参
加
し
た
。

　
な
お
、
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｆ

Ａ
Ｉ
Ｒ
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示

会
」
が
７
月
29
日
ま
で
の
予

定
で
開
催
中
。

　
ミ
ス
ミ

は
、
デ
ジ
タ

ル
機
械
部
品

調
達
サ
ー
ビ

ス
「
ｍ
ｅ
ｖ

ｉ
ｙ
（
メ
ビ

ー
）
」
に
つ

い
て
、
切
削

プ
レ
ー
ト
や

板
金
部
品
な

ど
Ｆ
Ａ
メ
カ

ニ
カ
ル
部
品

の
多
量
発
注

の
際
に
割
引

率
を
拡
大
す

る
新
価
格
体

系
を
開
始
し

た
。

　
切
削
プ
レ
ー
ト
は
21
個
以

上
で
30
％
オ
フ
、
板
金
部
品

は
40
％
オ
フ
と
し
、
さ
ら
に

多
量
の
注
文
と
な
る
場
合
に

は
個
別
見
積
も
り
で
切
削
プ

レ
ー
ト
は
平
均
40
％
、
板
金

部
品
は
平
均
50
％
と
さ
ら
に

割
引
率
を
高
め
る
。

「ｍｅｖｉｙ」に新価格帯 ミスミ

フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト

基
板
用
端
子
台
・
コ
ネ
ク
タ
50
周
年

記
念
特
設
サ
イ
ト
開
設

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ

ク
ト
（
横
浜
市
港
北
区
）
の

プ
リ
ン
ト
基
板
用
端
子
台
・

コ
ネ
ク
タ
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
」
シ
リ
ー
ズ
が
発
売
50

周
年
を
迎
え
た
。
そ
れ
を
記

念
し
て
、
同
社
で
は
Ｃ
Ｏ
Ｍ

Ｂ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

や
活
用
事
例
を
紹
介
す
る
日

本
語
の
特
設
サ
イ
ト
を
公
開

し
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い

る
。

　
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
信
号

用
、
電
源
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
に
使
う
こ
と
が
で
き

る
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
高
性

能
、
操
作
性
に
優
れ
た
プ
リ

ン
ト
基
板
用
端
子
台
・
コ
ネ

ク
タ
シ
リ
ー
ズ
。
１
９
７
２

年
の
発
売
時
か
ら
、
ね
じ
接

続
式
、
ス
プ
リ
ン
グ
接
続
式

な
ど
多
様
な
接
続
方
式
、
サ

イ
ズ
展
開
を
リ
リ
ー
ス
し
、

世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
使
用
さ
れ

る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
製
品
へ
と

成
長
し
て
き
た
。

示
を
行
う
。

ま
た
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
各

種
セ
ミ
ナ
ー

も
予
定
し
て

い
る
。

７
月
８
日
に

展
示
会
開
催中西

電
機

　
中
西
電
機
工
業
（
名
古
屋

市
中
区
）
は
、
７
月
８
日
に

愛
知
県
刈
谷
市
の
刈
谷
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
展
「
ナ
カ
ネ
ッ
ト
展
示

会
」
を
開
催
す
る
＝
写
真
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ロ
ボ
ッ

ト
・
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
・
自
動
化
・
生
産
性
向

上
」
で
、
各
メ
ー
カ
ー
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
自

動
化
な
ど
の
取
り
組
み
や
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
機
を
用
い
た
展

自
動
配
送
ロ
ボ
公
道
実
験

茨
城
・

つ
く
ば
市

パ
ナ
ら
４
者
実
施

れ
、
６
万
９
９
０
１
人
の
来

場
と
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
同
展
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
数
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ

と
に
加
え
、
移
動
制
限
や
入

場
制
限
が
解
消
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
前
回
東
京
開
催
の
10

万
人
に
は
及
ば
な
い
も
の

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
、
楽
天
グ
ル
ー

プ
、
西
友
、
茨
城
県
つ
く
ば

市
は
、
自
動
配
送
ロ
ボ
ッ
ト

を
使
っ
た
公
道
走
行
に
よ
る

配
送
サ
ー
ビ
ス
を
、
つ
く
ば

市
内
で
開
始
す
る
＝
写
真
。

７
月
30
日
ま
で
の
毎
週
土
曜

日
に
、
つ
く
ば
駅
周
辺
の
約

１
０
０
０
世
帯
を
対
象
に
、

す
る
。
ス
ー
パ
ー
の
商
品
を

公
道
走
行
で
注
文
か
ら
最
短

30
分
で
配
送
す
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
送
の
実
現
は
、
国
内

で
初
め
て
。
自
動
配
送
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
つ
く
ば
市
か
ら
約

60
㌔
㍍
離
れ
た
「
Ｐ
ａ
ｎ
ａ

ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
　
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ

ｏ
」
か
ら
遠
隔
管
制
シ
ス
テ

ム
「
Ｘ
―
Ａ
ｒ
ｅ
ａ
　
Ｒ
ｅ

ｍ
ｏ
ｔ
ｅ
」
を
使
っ
て
遠
隔

監
視
・
操
作
の
も
と
自
動
走

行
を
行
う
。

メ
タ
バ
ー
ス
で

安
全
体
感
教
育

明
電
舎

　
明
電
舎
と
明
電
シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
イ
ン

フ
ィ
ニ
ッ
ト
ル
ー
プ
と
バ
ー

チ
ャ
ル
キ
ャ
ス
ト
と
共
同

で
、
製
造
現
場
な
ど
に
お
け

る
労
働
者
の
危
険
の
感
受
性

を
高
め
、
労
災
防
止
に
つ
な

げ
る
た
め
の
教
育
を
メ
タ
バ

ー
ス
上
で
展
開
で
き
る
「
メ

タ
バ
ー
ス
安
全
体
感
教
育
」

を
開
発
し
た
＝
写
真
。

　
同
シ
ス
テ
ム
は
、
講
師
と

受
講
者
が
そ
れ
ぞ
れ
ア
バ
タ

ー
と
な
っ
て
実
施
す
る
も
の

で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ス
ト

内
に
構
築
し
た
メ
タ
バ
ー
ス

上
に
お
い
て
、
リ
ア
ル
（
実

体
感
）
で
開
催
す
る
安

全
体
感
教
育
に
近
い
教

育
環
境
を
再
現
し
て
い

る
。
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
パ
ソ
コ
ン

な
ど
が
あ
れ
ば
、
い
つ

で
も
場
所
を
問
わ
ず
安

全
体
感
教
育
を
受
け
る

こ
と
で
き
る
。

「
西
友
つ
く
ば

竹
園
店
」
で
取

り
扱
う
商
品

を
、
注
文
か
ら

最
短
30
分
で
手

数
料
１
１
０
円

で
自
動
配
送
ロ

ボ
ッ
ト
が
配
送

　
マ
コ
メ
研
究
所
（
長
野
県
箕
輪
町
）
は
、
Ｃ
Ａ

Ｎ
通
信
対
応
ガ
イ
ド
セ
ン
サ
「
Ｇ
Ｓ
―
５
０
０
シ

リ
ー
ズ
」
を
開
発
、
６
月
か
ら
販
売
を
開
始
し

た
。



２０２２年（令和４年）６月１５日　　　（4）
は
じ
め
に

　
日
本
の
企
業
は
、
欧
米
に
比

べ
、
営
業
部
門
や
製
造
部
門
ほ

ど
、
広
報
部
門
を
重
要
視
し
な

い
時
代
が
長
く
続
い
て
い
ま
し

た
。
あ
る
時
期
ま
で
は
、
広
報

室
は
企
業
の
ゴ
ミ
捨
て
場
と
言

わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
特

に
、
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た

製
造
業
に
お
い
て
は
、
か
つ
て

は
「
良
い
も
の
を
作
れ
ば
売
れ

る
」
と
い
う
概
念
が
強
く
根
付

い
て
お
り
、
そ
の
良
さ
を
も
っ

と
多
く
の
人
々
に
伝
え
た
い
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
、
興
味
が

薄
く
、
そ
の
風
潮
は
令
和
時
代

と
な
っ
た
現
在
で
あ
っ
て
も
、

根
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に
突
入
し
た

現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
は
共
創
に
よ

り
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
、
広

報
視
点
で
社
内
の
み
な
ら
ず
、

社
外
（
社
会
）
へ
の
情
報
発
信

が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
し

た
。
本
コ
ラ
ム
を
通
し
て
、
製

造
業
に
お
け
る
広
報
の
在
り

方
、
有
効
な
活
用
手
段
を
伝
え

て
い
き
た
い
、
そ
ん
な
記
事
の

掲
載
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
お
そ
ら
く
、
も
の
づ
く
り
企

業
に
お
い
て
、
広
報
担
当
者
を

き
ち
ん
と
据
え
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
企

業
広
報
）
活
動
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
製
品
広
報
）
活
動
を
し
っ
か

り
と
展
開
し
て
い
る
企
業
は
そ

車
部
品
メ
ー
カ
ー
で
の
出
来
事

を
例
に
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を

作
成
、
完
成
さ
せ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
ま
す
。

新
任
の
広
報
担
当
が
ニ
ュ
ー
ス

リ
リ
ー
ス
を
作
成

　
あ
る
大
手
自
動
車
部
品
メ
ー

カ
ー
の
広
報
室
に
配
属
さ
れ
た

Ａ
さ
ん
の
最
初
の
仕
事
は
ニ
ュ

ー
ス
リ
リ
ー
ス
の
作
成
で
し

た
。
「
ド
イ
ツ
の
大
手
部
品
メ

ー
カ
ー
Ａ
社
の
製
品
を
取
り
扱

う
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
、
現
地

か
ら
発
信
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
リ

リ
ー
ス
と
、
前
に
う
ち
が
出
し

た
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
参
考

に
今
回
の
リ
リ
ー
ス
を
作
っ
て

お
い
て
、
今
日
中
に
！
」
と
い

う
オ
ー
ダ
ー
が
入
り
、
そ
の
広

報
担
当
者
の
彼
は
、
営
業
担
当

で
あ
っ
た
頃
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
の
ス
キ
ル
を
最
大
限
に
生
か

し
て
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
作

成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
は
メ
デ
ィ

ア
に
向
け
て
発
信
で
き
る
文
体

・
内
容
と
も
に
か
け
離
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
「
チ
ラ

シ
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
は
、
よ
く
あ
る
お
話

で
、
製
品
を
製
造
し
て
い
る
人

が
つ
く
る
資
料
と
、
メ
デ
ィ
ア

に
向
け
て
発
信
す
る
資
料
は
、

根
本
的
に
公
表
す
る
情
報
の
切

り
口
が
異
な
り
ま
す
。
い
か
に

自
社
製
品
が
良
い
の
か
と
い
う

点
を
強
調
す
る
チ
ラ
シ
に
対

し
、
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
は
、

あ
く
ま
で
客
観
的
な
視
点
で
、

そ
の
製
品
の
良
さ
や
優
位
性
を

エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
っ
て
ま
と
め

る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の

広
報
担
当
者
は
、
営
業
時
代
に

培
っ
た
〝
売
れ
る
チ
ラ
シ
〞
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
、
「
ど
こ

よ
り
も
す
ば
ら
し
い
自
動
車
部

品
○
○
○
を
販
売
し
て
い
る
△

△
モ
ー
タ
ー
が
、
近
々
、
ド
イ

ツ
の
Ａ
社
の
世
界
一
速
く
走
る

こ
と
が
で
き
る
エ
ン
ジ
ン
を
リ

リ
ー
ス
。
」
と
い
う
リ
ー
ド
の

原
稿
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
の

基
本
で
あ
る
「
５
Ｗ
１
Ｈ
の
要

素
」
が
入
っ
て
い
な
い
の
で

す
。
そ
の
文
章
を
結
論
か
ら
述

べ
る
逆
三
角
形
に
落
と
し
込

む
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
よ
く
あ
る
の
で
す
が
、
根

拠
の
記
載
な
く
「
ど
こ
よ
り
も

す
ば
ら
し
い
」
、
「
世
界
一
速

い
」
な
ど
と
軽
々
し
く
使
用
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま

す
。
製
品
に
対
す
る
思
い
や
誇

り
か
ら
の
表
現
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
が
ど
の
く
ら
い
の
時
速
が

あ
る
か
ら
早
い
も
の
製
品
な
の

か
、
ど
の
点
が
ど
の
よ
う
な
根

拠
を
持
っ
て
素
晴
ら
し
い
の

か
、
そ
の
よ
う
な
〝
エ
ビ
デ
ン

ス
〞
が
な
く
、
誇
大
表
現
が
羅

列
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
記
者
か
ら
は
、
相
手
に
さ
れ

な
く
な
る
よ
う
な
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
と

し
て
発
信
す
る
こ
と
を
〝
良
し

と
す
る
〞
会
社
が
よ
く
あ
る
の

が
実
態
で
す
。

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
信
す

る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ

る　
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
は
何
と

か
完
成
し
て
も
、
そ
の
先
に
も

大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
の
会
社

に
は
、
組
織
間
に
厚
い
壁
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
広

報
担
当
者
の
意
見
が
な
か
な
か

通
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
会
社
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
広
報
担
当

が
作
成
し
た
文
案
を
営
業
担
当

者
が
許
可
し
な
い
の
で
す
。
も

っ
と
誇
張
し
た
表
現
を
入
れ
る

よ
う
、
そ
し
て
〝
売
り
に
つ
な

が
る
文
言
を
入
れ
る
こ
と
〞
を

強
く
要
求
さ
れ
、
広
報
担
当
者

が
そ
れ
を
押
し
切
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
根
負
け
し
て
、

ま
る
で
〝
チ
ラ
シ
〞
の
よ
う
な

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
信
せ

ざ
る
得
な
く
な
る
こ
と
が
頻
繁

に
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

本
来
、
新
製
品
の
ニ
ュ
ー
ス
リ

リ
ー
ス
や
日
本
市
場
の
販
売
開

始
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
場

合
、
狙
っ
て
い
る
市
場
や
販
売

目
標
の
記
載
が
不
可
欠
で
す
。

そ
の
記
載
を
見
て
、
記
者
が
ど

の
く
ら
い
の
ビ
ジ
ネ
ス
な
の
か

を
考
え
記
事
に
す
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
も
の
づ
く
り
の

会
社
の
多
く
は
そ
の
目
標
値
の

記
載
を
嫌
が
り
ま
す
。
「
そ
こ

に
書
い
て
し
ま
っ
て
、
達
成
で

き
な
か
っ
た
時
に
…
…
」
と
い

う
不
安
が
よ
ぎ
る
の
か
、
取
引

先
や
顧
客
に
気
を
遣
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る
の

か
、
ま
た
社
内
的
な
事
情
で
必

要
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
企
業
も
多
い
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
「
目
標

値
」
に
関
す
る
記
載
は
、
最
終

段
階
で
消
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
信
す

る
と
い
う
こ
と

　
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
発
信

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に

第
三
者
で
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
向

け
て
情
報
を
発
信
し
、
そ
の
先

の
記
者
の
目
を
通
し
て
書
か
れ

て
露
出
が
、
潜
在
顧
客
の
目
に

留
ま
り
引
き
合
い
に
つ
な
が

る
、
取
引
先
か
ら
連
絡
が
来

る
、
就
活
生
が
そ
の
企
業
を
知

る
、
ま
た
、
社
内
に
お
い
て
も

客
観
的
に
自
社
の
価
値
を
見
つ

め
直
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
あ

く
ま
で
、
客
観
的
な
目
で
提
供

さ
れ
た
情
報
を
選
別
し
記
事
に

す
る
、
文
章
の
プ
ロ
で
あ
る
メ

デ
ィ
ア
（
記
者
）
に
対
し
て
、

情
報
を
発
信
す
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
ず
に
、
原
稿
を
作
成
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

著者　株式会社VAインタ
ーナショナルコンサルタン
ト　約40年にわたり、製造
業をはじめ、さまざまな企
業のコミュニケーション活
動をサポートしているコミ
ュニケーションコンサルタ
ント会社。自動車や機械な
どの基幹産業をはじめ、製
造業への参入を検討してい
るIT企業など、製造業に
かかわる多くの企業のPR
実績を有している。現在、
「製造DXチャンネル」に
おいて、製造業に向けた有
益な情報を発信している。
https://www.va- int l .
co.jp/man/

う
多
く
は
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
　
ほ
と
ん
ど
が
総

務
の
方
が
兼
務
で
行
っ
て
い

る
、
Ｉ
Ｒ
担
当
が
片
手
間
で
行

っ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
企
業

が
ま
だ
ま
だ
多
い
は
ず
で
す
。

む
し
ろ
、
製
品
を
作
っ
て
い
る

部
署
の
方
が
、
製
品
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
資
料
や
チ

ラ
シ
を
作
る
の
が
日
常
で
、
そ

の
内
容
を
そ
の
ま
ま
ニ
ュ
ー
ス

リ
リ
ー
ス
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に

発
信
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
担
当
し

て
き
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
多
く

は
、
そ
う
い
う
状
況
に
あ
り
、

専
門
の
広
報
部
門
を
持
っ
て
い

な
い
た
め
に
Ｐ
Ｒ
会
社
を
雇

う
、
も
し
く
は
Ｐ
Ｒ
活
動
の
重

要
性
を
知
り
、
部
署
を
新
設
す

る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
ほ
し

い
、
そ
ん
な
依
頼
か
ら
Ｐ
Ｒ
活

動
を
開
始
す
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
今
回
は
、
あ
る
自
動

社
内
の
事
情
を
突
破
し
な
い
と
、

良
い
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
に
は
な
ら
な
い
！

【教訓１】

20
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
断
念

記
念
す
べ
き
第
1
回

　
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
　
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ

ャ
パ
ン
、
Ｒ
Ｔ
Ｊ
）
２
０
２
２
」
は
、
工
作
機

械
の
専
門
誌
「
月
刊
生
産
財
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
」
な
ど
Ｆ
Ａ
業
界
向
け
の
図
書
出
版
の
ほ

か
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
特
化
し
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ

ガ
ジ
ン
「
ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
　
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
」
を

運
営
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
が
主

催
、
愛
知
県
内
の
機
械
工
具
商
社
の
協
同
組
合

で
あ
る
愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
が
共

催
と
な
っ
て
開
催
す
る
。
も
と
も
と
は
２
０
２

０
年
７
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
開
催
を
断
念
。
今
回
あ
ら
た
め

て
の
記
念
す
べ
き
１
回
目
の
開
催
と
な
る
。

産
業
用
途
に
特
化　

金
属
加
工
や

物
流
、食
品
向
け
技
術
も
多
数

　
同
展
の
最
大
の
特
長
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
サ

ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
は
出
展
対
象
外
と
し
、
工
場

や
物
流
な
ど
産
業
用
途
に
特
化
し
た
ロ
ボ
ッ
ト

・
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
み
の
展
示
会
と
な
る
こ

と
。
大
手
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
ロ

ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
や
セ
ン
サ
な
ど
の
周
辺
機
器
、

無
人
搬
送
車
（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）
、
計
測
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
自
動
化
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
の
企
業
が

出
展
を
予
定
し
て
お
り
、
出
展
社
数
は
２
０
２

社
・
団
体
と
な
る
見
通
し
。
規
模
的
に
は
国
際

◇開催概要◇

● 名称：ROBOT   TECHNOLOGY 
JAPAN  2022（ロボットテクノロジージ
ャパン2022、略称・RTJ2022）
● 会場：愛知県国際展示場（Aichi Sky 
Expo、アイチ・スカイ・エキスポ）

● 開催期間：2022年６月30日（木）～７月
２日（土）の３日間

●開催時間：10:00～17:00
● 主催：株式会社ニュースダイジェスト社
●共催：愛知県機械工具商業協同組合
● 対象出展製品：垂直多関節・水平多関節・
パラレルリンク・直交・協働ロボット、ガ

ントリーローダー、無人搬送車（AGV）、
自動倉庫、その他搬送機器、各種ハンド、
ロボット構成部品、周辺機器、各種セン
サー・制御機器、ソフトウエア、AI・
IoT関連装置およびシステム、ロボット
搭載機械・装置、自動化技術提案など。

※サービスロボットは対象外

ニュースリリース編Vol.1

や
立
場
か
ら
講
師
を
招
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入

す
る
コ
ツ
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
業
界
の
未
来
な
ど
の

講
演
を
行
う
。

　
初
日
の
６
月
30
日
13
時
半
〜
は
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
主
要
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー

カ
ー
の
ト
ッ
プ
が
登
壇
し
「
こ
れ
か
ら
の
ロ
ボ

ッ
ト
の
使
い
方
」
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
専
務
執
行
役
員
ロ
ボ
ッ
ト
事

業
本
部
長
稲
葉
清
典
氏
、
安
川
電
機
代
表
取
締

役
専
務
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部
長
小
川
昌
寛
氏
、
デ

ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
執
行
役
員
Ｆ
Ａ
プ
ロ
ダ
ク
ト

事
業
部
事
業
部
長
神
谷
孝
二
氏
、
Ａ
Ｂ
Ｂ
代
表

取
締
役
社
長
兼
Ｒ
Ａ
事
業
本
部
長
中
島
秀
一
郎

氏
、
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
産
業
機
械
課
ロ

ボ
ッ
ト
政
策
室
長
大
星
光
弘
氏
と
い
っ
た
そ
う

そ
う
た
る
面
々
が
登
壇
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
編
集
長
の
八
角
秀
氏
の
司
会
で
激
論
を

交
わ
す
。

　
中
日
の
７
月
１
日
は
、
Ｆ
Ａ
・
ロ
ボ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
協
会
（
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
協

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
と
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
専
門
展
「
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｔ
　
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
２
２
」
が
、

６
月
30
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
、
愛
知
県
常
滑
市
の
Ａ

ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
　
Ｓ
ｋ
ｙ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
ア
イ
チ
・
ス
カ
イ
・
エ
キ
ス

ポ
）
で
開
催
さ
れ
る
。
自
動
車
と
そ
の
関
連
産
業
を
は
じ
め
、
日

本
の
製
造
業
の
一
大
集
積
地
で
あ
る
中
部
地
方
、
愛
知
県
で
行
わ

れ
る
産
業
用
に
特
化
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
化
専
門
展
と
し
て
大

注
目
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
。

会
）
の
主
催
で
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
's
　
Ｄ
ａ
ｙ
in
愛

知
」
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
の
活
動
紹
介
な

ど
を
行
う
。
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
成
功
さ
せ
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
や
事
例
紹
介
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
終
日
の
７
月
２
日
は
、
新
し
い
ロ
ボ
ッ
ト

用
途
に
着
目
し
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
新
分
野
に

学
ぶ
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
術
」
を
実
施
す
る
。
農
業

向
け
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
と
し
て
「
自
動
ミ
ニ
ト
マ

ト
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
」
（
ｉ
ｎ
ａ
ｈ
ｏ
代
表
取
締

役
Ｃ
Ｏ
Ｏ
大
山
宗
哉
氏
）
を
は
じ
め
、
宇
宙
空

間
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
と
し
て
「
宇
宙
船
外
汎

用
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
」
（
ア
ス
ト
ロ
ス
ケ
ー
ル
創

業
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
岡
田
光
信
氏
）
が
講
演
す
る
。

　
ま
た
主
催
者
展
示
と
し
て
「
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
体
験
ゾ
ー
ン
」
を
設
置
す
る
。
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
と
人
に
よ
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の
対
戦
や
ロ
ボ

ッ
ト
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
体
験
な
ど
を
通
じ
て
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
。
安
全
性
や
取
り
扱
い
の
た

や
す
さ
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い

と
し
て
い
る
。

現
地
速
報
は

ロ
ボ
ッ
ト
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で

　
展
示
会
の
様
子
は
、
公
式
メ
デ
ィ
ア
「
ロ
ボ

ッ
ト
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
で
会
場
速
報
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
、
各
社
の
新
製
品
の
紹
介
や
最
新
技
術

な
ど
の
展
示
に
加
え
、
実
演
の
様
子
や
出
展
者

の
意
気
込
み
な
ど
展
示
会
の
雰
囲
気
、
会
場
内

の
混
雑
状
況
な
ど
の
情
報
を
随
時
掲
載
す
る
予

定
。

　
ま
た
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
も
現
地
に

赴
き
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
で
会
場
の
様
子
を
届
け
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
展
に
次
ぐ
２
番
目
の
規
模
と
な
る
。

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
工

作
機
械
な
ど
の
大
手
産
業
機
械
メ
ー
カ
ー
も
多

数
出
展
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
即
し
た
産
業
機
械
と

ロ
ボ
ッ
ト
を
連
携
さ
せ
た
デ
モ
な
ど
も
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
中
部
地
方
で
盛
ん
な

金
属
加
工
分
野
向
け
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム
や
、

急
速
に
広
が
っ
て
い
る
物
流
や
食
品
、
包
装
業

界
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
も
出
展
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
が
集
ま
る

特
設
ゾ
ー
ン
も

　
ま
た
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
化
シ
ス
テ

ム
の
企
画
か
ら
設
計
、
構
築
、
立
ち
上
げ
ま
で

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
（
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
）

に
つ
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
が
一
堂
に

集
ま
っ
た
「
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
ゾ
ー
ン
」
を
設
置
。
ロ

ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
践
的
で

現
場
の
用
途
に
近
い
ロ
ボ
ッ
ト
の
使
い
方
の
展

示
が
多
数
行
わ
れ
る
予
定
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入

の
際
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の

未
来
を
語
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー

　
会
期
を
通
じ
て
セ
ミ
ナ
ー
も
多
数
実
施
し
、

大
手
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
や
経
済
産
業
省
、
Ｓ

Ｉ
ｅ
ｒ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
幅
広
い
業
種

産業用ロボット・自動化システムの専門展

6月30日～7月2日 会場：愛知県「Aichi Sky Expo」

ものづくり産業の集積地・中部地区で開催

202
社・団
体
出
展

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も
実
施



（5）　　　２０２２年（令和４年）６月１５日

2021年工場立地動向調査

製
造
業 

国
内
回
帰
へ

新
た
な
設
備
投
資
も
期
待

・
５
・
４
ha
（
３
・
８
ha
減
）
、
富
山
県
が
10

件
（
８
件
減
）
・
８
・
２
ha
（
４
・
４
ha
減
）

と
な
っ
た
。
愛
知
県
は
件
数
で
全
国
１
位
、
岐

阜
県
は
件
数
・
面
積
で
全
国
３
位
と
な
り
、
製

造
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
業
種
別
で
は
、
輸
送
用
機
械
が
30
件
（
10
件

増
）
、
食
料
品
が
16
件
（
２
件
増
）
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
11
件
が
増
加
と
な
っ
た
。

　
近
畿
地
方
は
、
１
４
６
件
（
18
件
増
）
・
１

６
５
・
３
ha
（
24
・
８
ha
増
）
と
な
り
、
立
地

件
数
・
面
積
共
に
増
加
。

　
県
別
で
は
、
福
井
県
８
件
（
２
件
増
）
・
29

・
１
ha
（
23
・
２
ha
増
）
、
滋
賀
県
27
件
（
８

件
増
）
・
43
・
８
ha
（
17
・
１
ha
増
）
、
京
都

府
15
件
（
１
件
減
）
・
10
・
７
ha
（
４
ha

減
）
、
大
阪
府
12
件
（
３
件
減
）
・
６
・
１
ha

（
11
・
３
ha
減
）
、
兵
庫
県
48
件
（
９
件
増
）

・
50
・
８
ha
（
２
・
５
ha
増
）
、
奈
良
県
29
件

（
３
件
増
）
・
18
・
６
ha
（
２
・
１
ha
減
）
、

和
歌
山
県
７
件
（
増
減
な
し
）
・
６
・
２
ha

（
０
・
６
ha
減
）
と
な
っ
た
。

　
業
種
別
で
は
、
金
属
製
品
が
27
件
、
化
学
が

15
件
、
食
料
品
が
14
件
。

　
中
国
地
方
は
、
28
件
（
７
件
減
）
・
20
・
９

ha
。

　
県
別
で
は
、
鳥
取
県
が
２
件
（
増
減
な

し
）
、
島
根
県
が
２
件
（
１
件
増
）
、
岡
山
県

が
11
件
（
１
件
減
）
、
広
島
県
が
６
件
（
４
件

減
）
、
山
口
県
が
７
件
（
３
件
減
）
。

　
業
種
別
で
は
食
料
品
が
５
件
、
生
産
用
機
械

が
４
件
、
金
属
製
品
、
は
ん
用
機
械
、
輸
送
用

機
械
が
各
３
件
と
続
い
て
い
る
。

　
四
国
地
方
は
、
29
件
（
８
件
減
）
。

　
県
別
で
は
、
徳
島
県
が
５
件
（
５
件
減
）
、

香
川
県
が
14
件
（
２
件
増
）
、
愛
媛
県
が
８
件

（
４
件
減
）
、
高
知
県
が
２
件
（
１
件
減
）
。

業
種
別
で
は
、
生
産
用
機
械
器
具
が
５
件
、
食

料
品
、
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
、
金
属
製
品

が
各
３
件
と
な
っ
た
。

　
九
州
地
方
は
、
79
件
（
24
件
増
）
・
１
４
０

ha
（
67 
ha
増
）
と
な
り
、
件
数
・
面
積
共
に
前

年
を
上
回
っ
た
。

　
県
別
で
は
、
福
岡
県
が
21
件
（
５
件
減
）
、

佐
賀
県
が
６
件
（
４
件
増
）
、
長
崎
県
が
件

（
10
件
増
）
、
熊
本
県
が
16
件
（
９
件
増
）
、

大
分
県
が
４
件
（
２
件
増
）
、
宮
崎
県
が
３
件

（
増
減
な
し
）、鹿
児
島
県
が
18
件
（
４
件
増
）。

　
業
種
別
で
は
、
食
料
品
が
16
件
（
７
件

増
）
、
生
産
用
機
械
器
具
が
12
件
（
５
件
増
）、

金
属
製
品
が
９
件
（
１
件
増
）
と
な
っ
た
。 

　
沖
縄
県
は
、
２
件
（
１
件
減
）
。

で
並
び
、
食
料
品
（
12
件
）
、
生
産
用
機
械

（
10
件
）
と
な
っ
た
。
ず
っ
と
食
料
品
が
上
位

に
位
置
し
て
い
る
が
、
19
年
以
降
は
電
気
業
が

増
加
し
て
き
て
い
る
。

　
関
東
地
方
（
関
東
甲
信
越
・
静
岡
県
）
は
、

３
１
０
件（
６
件
減
）・
４
２
２
ha
（
10 

ha
増
）

と
な
り
、
立
地
件
数
は
減
少
、
面
積
は
増
加
。

　
県
別
で
は
、
埼
玉
県
が
40
件
（
18
件
増
）
・

53 

ha
（
35 

ha
増
）
、
新
潟
県
が
33
件
（
５
件

増
）
・
34 

ha
（
12 

ha
増
）
、
長
野
県
が
29
件

（
９
件
増
）
・
39 

ha
（
27 

ha
増
）
と
件
数
・
面

積
と
も
に
前
年
を
上
回
っ
た
。
茨
城
県
51
件

（
14
件
減
）
・
99 

ha
（
４
ha
増
）
、
群
馬
県
49

件
（
３
件
減
）
・
67 

ha
（
15 

ha
増
）
、
静
岡
県

49
件
（
５
件
減
）
・
72 

ha
（
８
ha
増
）
は
面
積

の
み
前
年
を
上
回
っ
た
。
中
で
も
茨
城
県
は
件

数
・
面
積
と
も
に
全
国
２
位
と
な
っ
た
。

　
業
種
別
で
は
、
１
位
が
食
料
品
の
57
件
（
17

件
増
）
、
２
位
が
金
属
製
品
の
47
件
（
９
件

増
）
、
３
位
が
輸
送
用
機
械
の
36
件
15
件
増
）

と
な
っ
た
。

　
中
部
地
方
（
愛
知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
・

石
川
県
・
富
山
県
）
は
、
１
５
２
件
（
５
件

減
）
・
１
９
７
・
３
ha
（
６
・
６
ha
増
）
と
な

り
、
立
地
件
数
は
減
少
、
面
積
は
増
加
し
た
。

　
県
別
で
は
、
愛
知
県
が
60
件
（
増
減
な
し
）

・
67
・
５
ha
（
14
・
９
ha
減
）
、
岐
阜
県
が
50

件
（
４
件
増
）
・
75
・
５
ha
（
25
・
７
ha

増
）
、
三
重
県
が
23
件
（
５
件
減
）
・
40
・
７

ha
（
４
ha
増
）
、
石
川
県
が
９
件
（
４
件
増
）

　
東
北
地
方
は
、
88
件
（
８
件
増
）
・
２
１
７

・
１
ha
（
１
２
４
・
３
ha
増
）
と
な
り
、
立
地

件
数
、
面
積
と
も
に
増
加
。

　
県
別
で
は
、
山
形
県
が
26
件
（
６
件
増
）
・

２
６
・
７
ha
（
３
・
１
ha
増
）
、
福
島
県
が
23

件
（
８
件
増
）
・
１
２
５
・
３
ha
（
１
０
３
・

４
ha
増
）
、
青
森
県
が
17
件
（
13
件
増
）
・

12 

ha
（
７
・
１
ha
増
）
と
な
り
、
前
年
を
上
回

っ
た
。
特
に
福
島
県
は
面
積
が
大
幅
に
増
加

し
、
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
っ
た
。

　
業
種
別
で
は
、
電
気
業
と
金
属
製
品
が
14
件

　
北
海
道
は
19
件
（
２
件
減
）
・
46
・
８
ha

（
１
１
１
・
９
ha
減
）
と
な
り
、
立
地
件
数
、

面
積
と
も
に
減
少
。

　
業
種
別
で
は
、
食
料
品
が
８
件
、
飲
料
・
た

ば
こ
・
飼
料
、
家
具
・
装
飾
品
、
鉄
鋼
、
電
気

・
ガ
ス
・
熱
供
給
で
２
件
、
木
材
・
木
製
品
、

化
学
工
業
、
金
属
製
品
で
１
件
ず
つ
の
立
地
が

あ
っ
た
。

　
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た
「
２
０
２
１
年

（
１
月
―
12
月
）
工
場
立
地
動
向
調
査
」
に
よ

る
と
、
２
０
２
１
年
中
に
日
本
国
内
で
工
場
・

研
究
所
の
建
設
に
向
け
て
新
た
な
用
地
取
得
が

行
わ
れ
た
件
数
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
27
件
増

加
（
３
％
増
）
の
８
５
８
件
と
な
っ
た
。
取
得

さ
れ
た
面
積
も
１
２
８
ha
増
加
（
11
％
増
）
の

１
万
２
８
２
７
ha
と
拡
大
し
た
。

　
業
種
別
で
は
、
２
０
２
１
年
の
立
地
件
数
は

食
料
品
製
造
業
１
３
１
件
（
18
件
増
）
、
金
属

製
品
製
造
業
１
１
７
件
（
12
件
増
）
、
輸
送
用

機
械
製
造
業
86
件（
27
件
増
）な
ど
が
増
加
。
一

方
で
、
化
学
工
業
41
件
（
９
件
減
）、生
産
用
機

械
製
造
業
81
件（
19
件
減
）な
ど
が
減
少
し
た
。

　
面
積
は
、
食
料
品
製
造
業
２
０
１
３
ha
（
９

２
１
ha
増
）
、
金
属
製
品
製
造
業
１
０
６
４
ha

（
３
１
０
ha
増
）
、
は
ん
用
機
械
製
造
業
６
７

７
ha
（
４
１
８
ha
増
）、輸
送
用
機
械
製
造
業
１

４
４
４
ha
（
８
８
３
ha
増
）な
ど
で
増
加
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
後
か
ら
の
15
年
間
の

時
系
列
で
見
る
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の

２
０
０
７
年
の
用
地
取
得
件
数
・
面
積
は
、
全

体
で
１
７
９
１
件
・
２
万
７
４
０
７
ha
だ
っ
た

が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
２
０
０
９
年

に
８
６
７
件
・
１
万
３
４
２
６
ha
と
半
減
。
そ

こ
か
ら
少
し
ず
つ
戻
し
て
き
て
、
好
景
気
だ
っ

た
２
０
１
７
年
に
１
０
７
０
件
・
１
万
４
８
３

９
ha
ま
で
拡
大
し
た
が
、
２
０
２
０
年
に
コ
ロ

ナ
禍
を
受
け
て
８
３
１
件
・
１
万
１
５
４
９
ha

と
後
退
し
て
ど
ん
底
と
な
り
、
２
０
２
１
年
は

８
５
８
件
・
１
万
２
８
２
７
ha
に
回
復
し
て
底

を
脱
し
た
。

　
今
後
は
２
０
１
７
年
レ
ベ
ル
の
１
０
０
０
件

・
１
万
５
０
０
０
ha
が
当
面
の
目
安
と
な
り
、

さ
ら
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
１
５
０
０
件

・
２
万
ha
レ
ベ
ル
に
近
づ
け
る
か
が
も
の
さ
し

と
な
り
そ
う
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
続
く
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
や
世
界
情
勢
の
悪
化
を
背
景
と
し
た
部
材
の
価
格
高
騰
や
納

期
遅
延
問
題
に
対
し
、
世
界
各
国
に
散
ら
ば
っ
た
製
造
業
の
工
場
の
国
内
回
帰
と
、
そ
れ
に
よ
る
新
た
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
、
国
内
企
業
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
波
及
効
果
へ
の
期
待
感
が
こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
。

実
際
に
、
経
済
産
業
省
が
ま
と
め
た
「
２
０
２
１
年
（
１
月
―
12
月
）
工
場
立
地
動
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
日
本

国
内
で
の
工
場
・
研
究
所
の
建
設
を
目
的
と
し
た
用
地
取
得
は
、
ず
っ
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
21
年
は

増
加
に
転
じ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
大
混
乱
に
よ
っ
て
20
年
が
底
だ
っ
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ

禍
前
後
で
は
市
場
環
境
も
先
行
き
見
通
し
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
内
回
帰
す
る
工
場
の
増
加
、

新
た
な
設
備
投
資
へ
の
期
待
も
膨
ら
む
。

都道府県別　工場・研究所立地のための
土地取得件数・面積ランキング

（経済産業省　2021年工場立地動向調査より作成）
件数 面積（ha）

1位 愛知 60 1位 福島 1,253 
2位 茨城 51 2位 茨城 994 
3位 岐阜 50 3位 岐阜 755 
4位 群馬 49 4位 静岡 719 
4位 静岡 49 5位 愛知 675 
6位 兵庫 48 6位 群馬 672 
7位 埼玉 40 7位 熊本 658 
8位 新潟 33 8位 埼玉 527 
9位 長野 29 9位 兵庫 508 
9位 奈良 29 10位 北海道 468 

11位 栃木 27 11位 滋賀 438 
11位 滋賀 27 12位 三重 407 
13位 山形 26 13位 長野 393 
14位 福島 23 14位 岩手 352 
14位 三重 23 15位 新潟 344 
16位 福岡 21 16位 長崎 307 
17位 北海道 19 17位 栃木 293 
18位 熊本 18 18位 福井 291 
18位 鹿児島 18 19位 山形 267 
20位 青森 17 20位 鹿児島 226 
21位 京都 15 21位 佐賀 222 
22位 神奈川 14 22位 福岡 220 
22位 香川 14 23位 香川 191 
24位 大阪 12 24位 奈良 186 
24位 長崎 12 25位 大分 149 
26位 千葉 11 26位 宮城 145 
26位 岡山 11 27位 青森 120 
28位 宮城 10 28位 京都 107 
28位 富山 10 28位 千葉 107 
30位 石川 9 30位 岡山 106 
31位 福井 8 31位 神奈川 89 
31位 愛媛 8 32位 山梨 84 
33位 岩手 7 33位 富山 82 
33位 山梨 7 34位 宮崎 80 
33位 和歌山 7 35位 和歌山 62 
33位 山口 7 36位 大阪 61 
33位 佐賀 7 37位 石川 54 
38位 広島 6 38位 広島 49 
39位 秋田 5 39位 愛媛 41 
39位 徳島 5 40位 山口 40 
41位 大分 4 41位 秋田 34 
41位 宮崎 4 42位 徳島 16 
43位 鳥取 2 43位 鳥取 –
43位 島根 2 43位 島根 –
43位 高知 2 43位 高知 –
43位 沖縄 2 43位 沖縄 –
47位 東京 – 43位 東京 –

–は非公表

業種別　工場・研究所立地のための土地取得件数・面積ランキング
（経済産業省　2021年工場立地動向調査より作成）

件数 面積（ha）
1位 食料品 131 1位 食料品 2,013 
2位 金属製品 117 2位 電気業 1,566 
3位 輸送用機械 86 3位 輸送用機械 1,444 
4位 生産用機械 84 4位 金属製品 1,064 
5位 プラスチック製品 54 5位 電気機械 973 
6位 鉄　鋼 43 6位 生産用機械 687 
7位 化　学 41 7位 はん用機械 677 
8位 はん用機械 32 8位 化　学 611 
9位 電気機械 31 9位 電子･デバイス 536 

10位 電気業 31 10位 プラスチック製品 501 
11位 その他の製造業 28 11位 鉄　鋼 398 
12位 飲料･たばこ･飼料 27 12位 その他の製造業 387 
13位 窯業・土石 26 13位 木材・木製品 357 
14位 電子･デバイス 19 14位 飲料･たばこ･飼料 299 
15位 業務用機械 17 15位 業務用機械 216 
16位 木材・木製品 16 16位 窯業・土石 213 
17位 繊維工業 15 17位 ゴム製品 204 
18位 家具・装備品 13 18位 パルプ･紙加工品 165 
19位 パルプ･紙加工品 12 19位 繊維工業 153 
20位 非鉄金属 11 20位 家具・装備品 147 
21位 ゴム製品 8 21位 非鉄金属 102 
22位 印刷・同関連 6 22位 印刷・同関連 57 
23位 ガス業 4 23位 ガス業 33 
24位 石油・石炭製品 3 24位 石油・石炭製品 13 
25位 情報通信機械 3 25位 情報通信機械 11 
26位 皮革・同製品 *** 26位 皮革・同製品 ***
26位 熱供給業 *** 26位 熱供給業 ***

底から脱却 増加転じる

福島県 面積全国１位に

地
域
別
立
地
件
数
・
面
積

２
０
２
１
年
に
竣
工
し
た
資
生
堂

大
阪
茨
木
工
場

2021年に完成した福島県のロボコム・アンド・エフエイコム南相馬工場
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自
社
の
実
力
は
、

モ
ノ
づ
く
り
6
段
階
の
レ
ベ
ル
で

把
握
せ
よ

モ
ノ
づ
く
り
の

レ
ベ
ル

急所64

り
、
基
準
に
照
ら
せ
ば
自
社

の
現
在
の
実
力
と
次
に
目
指

す
ス
テ
ッ
プ
が
分
か
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
レ
ベ
ル
１
は
「
工
程
内
の

流
れ
」
、
レ
ベ
ル
２
は
「
工

程
間
の
流
れ
」
、
レ
ベ
ル
３

は
「
工
場
内
の
流
れ
」
、
レ

ベ
ル
４
は
「
工
場
間
の
流

れ
」
、
レ
ベ
ル
５
は
「
お
客

　
自
社
の
モ
ノ
づ
く
り
の
実

力
を
把
握
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
何
を
も
っ
て
実
力
と
い

う
の
か
と
考
え
る
と
、
こ
れ

は
け
っ
こ
う
難
し
い
テ
ー
マ

さ
ま
へ
の
流
れ
」
、
そ
し
て

最
高
の
レ
ベ
ル
６
は
「
一
気

通
貫
の
流
れ
」
と
し
ま
し

た
。

　
レ
ベ
ル
１
は
「
工
程
内
の

流
れ
」
で
あ
り
、
例
え
ば
組

み
立
て
工
程
に
お
け
る
レ
ベ

ル
１
は
「
セ
ル
生
産
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時

は
セ
ル
生
産
が
電
気
業
界
に

普
及
し
始
め
た
こ
ろ
で
、
導

入
に
よ
り
在
庫
削
減
と
生
産

性
向
上
で
大
成
果
が
上
が
り

注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
20
年
後
の
今
で
は
セ
ル

生
産
は
世
界
中
で
当
た
り
前

の
技
術
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。

　
最
高
の
レ
ベ
ル
６
は
「
一

気
通
貫
」
と
し
、
現
在
世
の

中
に
な
い
モ
ノ
も
全
社
一
丸

で
作
れ
る
実
力
を
持
つ
ラ
イ

ン
と
し
ま
し
た
。
当
時
思
い

つ
く
最
高
の
レ
ベ
ル
で
し
た

が
、
今
で
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
な
ど
の
新
技
術
の
登
場
で

実
現
の
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
こ

こ
最
近
の
技
術
・
管
理
レ
ベ

ル
の
向
上
は
目
を
見
張
り
ま

す
。
レ
ベ
ル
7
の
開
発
が
必

要
な
時
代
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
モ
ノ
づ
く
り
の
基

本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
付
加

価
値
を
い
か
に
上
手
に
付
け

る
か
に
お
い
て
、
流
れ
を
追

求
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

作
業
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
の

で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
で
い

い
か
ら
止
ま
ら
な
い
モ
ノ
づ

く
り
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
。

で
す
。
昨
年
よ
り
は
良
い
と

か
、
同
業
者
の
中
で
は
一
番

良
い
と
い
っ
た
相
対
的
な
比

較
で
は
な
く
、
絶
対
的
な
基

準
に
沿
っ
た
把
握
が
必
要
だ

と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、

地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や

武
道
の
段
位
の
よ
う
に
モ
ノ

づ
く
り
に
も
基
準
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
20
年
ほ
ど
前
の
こ

と
で
す
が
、
私
は
当
時
の
改

善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の

上
司
で
あ
っ
た
御
沓
佳
美
氏

と
一
緒
に
モ
ノ
づ
く
り
の
レ

ベ
ル
を
「
モ
ノ
と
情
報
の
流

れ
の
良
さ
」
で
判
断
す
る
こ

と
を
考
え
、
６
段
階
の
レ
ベ

ル
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
を
日
本
経
営
合
理
化

協
会
か
ら
「
最
強
の
モ
ノ
づ

く
り
」
と
い
う
本
に
し
て
出

版
し
ま
し
た
。
モ
ノ
づ
く
り

に
は
６
段
階
の
レ
ベ
ル
が
あ

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
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詳
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こ
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ら
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日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所 工場新設・増設情報 6月第3週

■資生堂、福岡県久留米市の化粧品工場が完成。リニ
ア搬送など最新技術導入
　資生堂は、福岡県久留米市に建設していた中価格帯
のスキンケア製品の新工場（福岡県久留米市田主丸町
鷹取808）について、5月に竣工し、6月から本格稼働
を開始した。投資金額は約450億円。

　新工場は、土地面積9.7万平方㍍、地上4階建て。ア
ジア向けのスキンケア製品の生産を担う。最先端のIo
Ｔ技術を導入し、ベテラン社員の知識と技術で設備運
転の条件を調整していたことを、経験の浅い社員でも
実行できるようセンシング技術と情報処理技術で支援
し、生産技術の標準化、高度化を実現。化粧品の中身
製造について、複数の品質項目をリアルタイムでモニ
タリングし、設備を自動制御して製造していることに
加え、少人数でのオペレーションのための複数ライン
の作業進捗可視化システムなどを活用している。また
一部の化粧品の充填仕上げラインでは、ロボットやリ
ニアモーター駆動の梱包装置を導入し、生産性を約3
倍に向上させている。
　また環境に配慮したサステナブルな工場となってお
り、CASBEE（建築環境総合性能評価システム）のA
ランクの評価を取得。外壁や屋根の断熱性能を高め、
照明器具も全館LED照明を採用し、建築物省エネ法
が定める基準建築物に対し19％の省エネルギー（BEI
値）で建設。施設内で利用する電力は100％再生可能
エネルギーを使用している。
■西部電機、福岡県古賀市の本社敷地内に新工場。
2024年9月竣工予定
　西部電機は、福岡県古賀市の本社敷地内に、ワイヤ
放電加工機の新工場となる「新精密工場兼事務所棟」
（福岡県古賀市駅東三丁目3番1号）を建設する。12月
に着工し、2024年9月竣工予定。投資金額は約50億円。

　新工場は、半導体需要の拡大に合わせてワイヤ放電
加工機の需要拡大を受けてのもので、地上３階建て鉄
骨造で、建築面積は6170平方㍍、延床面積は1万1785
平方㍍。製造プロセスのデジタル化によって無駄のな
い生産ラインを実現し、自動化やAGV活用による物
流効率化を進める予定。またCO2排出量の低減、太陽
光発電システムの導入によるカーボンニュートラルな
どにも取り組んでいく。

■ヨロズ、岐阜県安八郡に自動車部品の新工場。投資
額120億円、24年1月稼働開始
　自動車部品メーカーのヨロズは、岐阜県安八郡輪之
内町に自動車サスペンション部品などの生産を行う新
工場を建設する。新工場は、敷地面積は7万9700平方㍍、
延床面積は1万8400平方㍍。11月に着工し、24年1月に
稼働開始する予定。

　賃貸物件から自社工場となり、工程レイアウト改善
や老朽化設備の一新、プレス内製化の拡大、超厚膜塗
装設備の導入など生産性を向上させ、トヨタ元町向上、
ホンダ鈴鹿製作所、ダイハツ滋賀工場、スズキ湖西工
場など主要顧客と隣接化することで物流も改善。さら
にDXとグリーン化を進めることで競争力を強化する。
■太陽化学、三重県四日市市の新工場完成
　食品素材メーカーの太陽化学は、三重県四日市市の
南部工場（三重県四日市市山田町800番）の敷地内に
新工場を建設する。延床面積は1081平方㍍で、ミネラ
ルやビタミン製剤を生産する。投資金額は18億円。

■かんずり、新潟県妙高市に調味料の新工場　
　調味料メーカーのかんずりは、新潟県妙高市に建設
中だった新工場が完成した。稼働開始は7月を予定。
鉄筋コンクリート２階建てで、延べ床面積は約1000平
方㍍。生産能力は現行の2000～3000本から約2倍に引
き上げる。
■多田プレス工業ら4社、神奈川県の企業誘致施策で
県内に本社・工場を新設
　神奈川県の企業誘致施策「セレクト神奈川NEXT」
を利用し、自動車部品加工の多田プレス工業、金属材
料加工の日下レアメタル研究所、自動車部品製造のア
ゼスタ、半導体回路設計のパワースピン（仙台市）が、
神奈川県内に工場・本社を新設する。
　多田プレス工業は、秦野市内に本社・工場を新設し、
自動車部品の溶接加工を行う。投資金額は9億6500万円。
　日下レアメタル研究所は、藤沢市内に工場を新設し、
化学品事業・高純度合金溶解事業を行う。新規設備を
導入し、半導体部門の売り上げ増加を図る。投資金額
は5億8200万円。
　アゼスタは、座間市内に本社・工場・研究所を新設
し、スポーツカー部品の開発・製造・販売を行う。投
資金額は2億9800万円。
　パワースピンは、横浜市西区みなとみらいのクイー
ンズタワーA内に本社を新設し、東北大学発のスピン
トロニクス技術を用いた回路設計サービス、試作サー

ビス、コンサルティング、IPの販売、ライセンシング
事業を行う。
■第一パン、関東地方の生産拠点を集約。横浜工場は
閉鎖へ
　第一屋製パン（第一パン）は、関東地方での生産機
能を小平工場（東京都小平市）、金町工場（埼玉県三
郷市）、高崎工場（群馬県高崎市）の３工場に集約し、
横浜工場（神奈川県横浜市）は閉鎖することを決定し
た。生産設備の移動は6月から行い、12月に完了する
予定。
■クボタ、米国・ジョージア州にトラクタ用作業機器
の新工場。投資額約180億円
　クボタのアメリカの製造子会社「Kubota　Indust 
rial　Equipment　Corporation」（KIE）は、北米に
おけるトラクタ需要の増加に伴い、ジョージア州ホー
ル郡ゲートウェイ工業団地に、トラクタへ装着する作
業機器（インプルメント）を製造する新工場を建設す
る。

　新工場は、延べ床面積約6万平方㍍。フロントロー
ダやバックホー、バケットなどトラクタ用インプルメ
ントを製造し、既存工場と新工場で年間生産能力を10
万台から21万台に引き上げる計画。総投資額は180億円。
■日本電産、中国・浙江省平湖市にEV用モータシス
テム新工場
　日本電産は、中国・浙江省平湖市にEV向けトラク
ションモータシステム「E-Axle」の新工場を建設する。
10月に着工し、操業開始は2023年10月を予定している。

　新工場は、トラクションモータ関連では中国で5番
目、E-Axleの組み立て工場としては中国で4番目とな
る。敷地面積は7万2800平方㍍で、生産エリアの延床
面積は10万9600平方㍍。フラッグシップ工場をコンセ
プトとし、組み立て生産だけでなく、EV専用一貫工
場とし、生産能力は24年度のフル稼働時で年産100万
台を予定している。
■日本電産、インドに電動バイク向けモータ新生産棟
　日本電産は、インド西部のラジャスタン州ニムラナ
のインド日本電産ニムラナ工場内に、電動バイク向け
モーターの新生産棟を建設する。投資金額は約100億円。
■矢崎総業、中米・グアテマラに工場建設
　矢崎総業の子会社・矢崎ノースアメリカは、グアテ
マラ西部のサンマルコス県アユトラ市に工場を建設す
る。生産開始は2023年1月を予定。投資金額は1000万
US㌦（約13億円強）。


